
 - 1 -

議   事   日   程 

令和元年第４回浜中町議会定例会 

令和元年１２月５日 午前１０時開議 

日   程 議 案 番 号 議      件 

日程第 １  会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 議案第７８号 
浜中町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

制定について 

日程第 ３ 議案第７９号 
浜中町農業委員候補者評価委員会に関する条例の制定につい

て 

日程第 ４ 議案第８０号 
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

日程第 ５ 議案第８１号 
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

日程第 ６ 議案第８２号 
町長、副町長の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

日程第 ７ 議案第８３号 
議会議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程第 ８ 議案第８４号 
公用車事故に伴う被害者に対する損害賠償に関する示談につ

いて 

日程第 ９ 議案第８５号 公用車事故被害者損害賠償について 

日程第１０ 議案第８６号 
公用車事故に伴う被害者に対する損害賠償に関する示談につ

いて 

日程第１１ 議案第８７号 公用車事故被害者損害賠償について 

日程第１２ 議案第８８号 工事請負契約の締結について 

日程第１３ 議案第８９号 工事請負契約の変更について 

日程第１４ 議案第９０号 工事請負契約の変更について 
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日程第１５ 議案第９１号 工事請負契約の変更について 

日程第１６ 議案第９２号 公の施設の指定管理者の指定について 

日程第１７ 議案第９３号 令和元年度浜中町一般会計補正予算（第５号） 

日程第１８ 議案第９４号 令和元年度浜中町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第１９ 議案第９５号 令和元年度浜中診療所特別会計補正予算（第１号） 

日程第２０ 議案第９６号 令和元年度浜中町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２１ 議案第９７号 令和元年度浜中町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第２２  

閉会中の継続調査の申し出について 

(総務経済常任委員会・社会文教常任委員会・広報公聴常任委

員会・議会運営委員会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 3 -

開会 午前１０時００分 

 

◎開会宣告 

 

○議長（波岡玄智君） 前日に引き続き会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１ 会議録署名議員は、前日同様であります。 

 

◎日程第２ 議案第７８号 浜中町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の制定について 

◎日程第３ 議案第７９号 浜中町農業委員候補者評価委員会に関する条例の制定

について 

◎日程第４  議案第８０号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２ 議案第７８号ないし日程第４ 議案第８０号を一括

議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第７８号「浜中町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の制定について」、議案第７９号「浜中町農業委員候補者評価委員会に関する

条例の制定について」、議案第８０号「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」は関連がありますの

で、一括して提案の理由を御説明申し上げます。 

本案につきましては、平成２９年５月１７日に公布された地方公務員法及び地方自治
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法の一部を改正する法律に伴い、会計年度任用職員の任用等に関する制度を新設するた

めの条例の制定及び関連する条例に係る条項の一部を改正しようとするものでありま

す。 

条例の新規制定に係る概要を申し上げますと、地方公共団体における行政需要の多様

化等に対応し、公務の能率かつ適正な運営を推進するため、地方公務員の臨時・非常勤

職員について、特別職の任用の厳格化及び臨時的任用の労働条件の改正適正を確保する

ため、現任用対象の臨時職員等について、一般職の会計年度任用職員の任用等に関する

制度を新設、移行し、その処遇や給付についての規定を整備しようとするものでありま

す。それに伴い、浜中町農業委員候補者評価委員会に関する条例を新規制定し、浜中町

職員定数条例、浜中町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例、公益的法人等への

浜中町職員の派遣等に関する条例、浜中町職員の分限及び懲戒についての手続き及び効

果に関する条例、職員の勤務時間・休暇等に関する条例、浜中町職員の育児休業等に関

する条例、浜中町職員の特殊勤務手当に関する条例、職員に対する寒冷地手当の支給に

関する条例、浜中町職員旅費支給条例、浜中町立霧多布高等学校教育職員の給与、勤務

時間その他の勤務条件に関する条例、浜中町人づくり基金条例、浜中町水産振興基金条

例、浜中町育英事業基金条例、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を合わせて改正、そして、浜中町土地対策委員会条例、浜中町交通安全指

導員設置条例、浜中町商工機器等貸付条例を廃止するものであります。 

なお、施行期日については、令和２年４月１日から施行するものとしておりますが、

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関

する条例の第４条、浜中町職員の分限及び懲戒についての手続及び効果に関する条例の

一部改正における第５条の２中、第１６条第２号を、法律第１６条第１号に改める地方

公務員法の改正に係る欠格条項の改正規定については令和元年１２月１４日から施行

するものとしております。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたが、議案７８号「浜中町会計年度任用職員の

給与および費用弁償に関する条例の制定について」、議案第７９号「浜中町農業委員候

補者評価委員会に関する条例の制定について」の詳細につきましては、総務課長、農林

課長より説明させますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） （議案第７８・８０号 補足説明あるも省略） 
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○議長（波岡玄智君） 農林課長。 

○農林課長（久野義仁君） （議案第７９号 議案補足説明あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これから議案７８号の質疑を行います。 

９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 何点かちょっとお尋ねをさせていただきます。よろしくお願い

します。 

議案７８号に関して言いますと、臨時職員に対する処遇の改善という受けとめ方でよ

ろしいかと思います。これは、国がいわゆる働き方改革の一環として、地方に要綱含め

て策定を求めたものに対する対応だというふうに認識しておりますが、このことを取り

入れるのは、結局次年度以降、来年４月１日以降ということになるという話なのですが、

これを導入することによって、いわゆる歳出における影響というのはどういうふうに出

てくるのか。少なくとも今までとは違った部分の対応が求められていますので、給与面

とか、そういう面で多少の増がおそらく出てくるのであろうと予想されますが、その辺

についてはどの程度なのかということを含めてお答えをいただきたいと思います。 

もう１点は、これまでは地方交付税に、いわゆる自治体職員の給与というものに関し

ては一定程度、算定要件の中に含まれていたと思いますが、今回の制度によってそのこ

とが交付税にきちんと組み込まれるものなのかどうか。会計年度任用職員というこの部

分がしっかりと交付税で算定されるものなのかどうかということについてお尋ねをし

たいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） お答えいたします。今の定数外取扱要綱から次年度に会計年

度任用職員への制度移行ということで、給料、報酬、それから手当の面、これらが改正

されるということであります。規則の関係も今、条例の可決を受けながらということで

準備を進め、整理しているところでございますけれども、その中で期末手当に関して言

いましても、１．２ヵ月分が２．６月というような形で支給月額が見直されるというこ

とでの制度改正という部分もございますので、議員おっしゃられるように、総じて制度

が移行された場合には増額になるというふうに捉えているところであります。仮に計算

してみましたところ、現在任用されている嘱託職員や臨時職員、パートについてはそれ

ぞれ対応が違いますので、時間という部分でいくとなかなかその捉えどころを集計する

のは難しい部分がありましたので、臨時職員、嘱託職員という部分でそのまま制度が移
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行されたとした場合の現状の人数でいきますと、おおよそ８７名が臨時職員、嘱託職員

ということで、このまま会計年度に移行した場合に７９０万円ほどが移行の後には増額

分として見込まれるであろうということでシミュレーションはしているところです。総

じて言いますと、約８００万円弱位の新たな増額の予算措置が必要になってくるのかな

ということで、現状ではそのようなシミュレーションをしてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） 交付税の関係の御質問にお答え申し上げます。議員おっ

しゃいますとおり、一般職については交付税に係る費用が算入されてございます。いわ

ゆる単位費用という中で、それぞれの費目において、この仕事をするためには職員がど

れくらいの人数が必要だという想定のもと、それにかかる経費ということで算入されて

いるわけでございますけれども、今回の制度改正、新たな条例で会計年度任用職員とい

う形で身分、待遇が変わるわけですけれども、こちらの部分については交付税に算入さ

れるというお話にはなってございません。 

先ほど総務課長、８００万円程度と申し上げましたけれども、純然にこちらの増える

負担については自治体が負担する形となると捉えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 先ほど申し上げましました約８００万円という部分のところ

について、御承知おきいただきたい部分としては、これは純然たる報酬と給料の関係の

金額ということで、これに伴う社会保険料ですとか雇用保険料は除いた金額ということ

で承知いただきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） ９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 今お答えをいただきましたけれども、最後に総務課長がこれは

あくまでも給与、報酬面だけの予定、予想ということであります。その中にもありまし

たように、これ以外の部分というのが当然負担しなければいけないわけですよね、基本

的には。そうなってくると、おそらく８００万円では済まないし、１，０００万円を超

えるというのは当然予想されるわけです。こういう国が制度をつくって地方に要求をし

ている中にあって、国がその部分を交付税の算定要件には考えていないというような先

のお答えがありましたけれども、これについて地方としては財政が決して豊かではない

ということを考えますと、ただ制度だけを地方に押しつけるという国の姿勢に対して、

自治体としてはどういうふうにお考えなのか。やはりこの部分も当然、算定要件の中に
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加えるべきではないかといういう要望なり何なりというのは、今後されるおつもりはな

いのか。そういったことを含めて、給与面だけではなく共済部分も含めて大体総額およ

そどの程度かという部分のお答えと、国に対するそういう要望はしないのかということ

に対するお答えをいただきたい。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今の御質問にお答え申し上げます。議員おっしゃる

とおりだと私も思いますけれども、ちょっとどこの団体だったかというのが記憶にない

のですけれども、同じようなことを国に要請するという記事を最近見た記憶がございま

す。今回の制度に基づいて増額になる、負担増になる分は国に何らかの助成を求めてい

く活動をするというところで読みましたけれども、本町単独で動くという形にはならな

いかとは思いますけれども、町村会がありますし、そういった中で他の自治体と連携し

ながら取り組んでいくということになるのではないかと、そのように考えているところ

でございます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 総額という部分では、なかなか社会保険料ですとか雇用保険

料は、その者が受ける給料なり報酬の報酬月額の標準から積算するものですので、一概

に増加になった部分がそのまま跳ね返っていくかということになると、なかなかそれが

そのまま連動するということではないという部分で御承知おきいただきたいと思いま

す。数字については社会保険料のほうの数字をまだ押さえてございませんでしたので、

そういう状況だということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員。 

○９番（落合俊雄） 町単独ではなかなかそういうことができない、ある意味でいうと、

町村会なり何なりを通じてそういう部分で今後検討していくことになるというような

お答えだったと思います。これは結果的に地方の財政を圧迫するとまでは申し上げませ

んが、一定程度影響を与えることになるわけですよね。そうすると、歳出におけるそう

いう費用面が増加するということにおいては、結果的に歳入が限られた場合、歳出にお

ける様々な予算がその割を食うということにもなりかねませんので、これはやはりしっ

かりとその対応を国に求めていっていただきたいと思います。給与を含めた総額につい

ては、まだ今のところという話で、確かに共済に関していうとその年度で率なり何なり

の改定がございますので、それを受けてからでないとはっきりと数字が出ないというの
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は承知をしておりますので、そういう影響が出るのは何月頃かというと、来年度に入っ

て一定程度経過してからでないとわからないということでありますけれど、そういった

旨がわかった時点でまた改めてこのことについて質問するかもしれませんので、よろし

くお願いします。国に対するその考え方をしっかりともう１回お答えいただいて質問を

終わります。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） この間そういう制度改正ですとか新たな制度という関係でいきま

すと、特に今までは町村会を通じて、北海道町村会から全国の町村会含めてしっかり要

望している案件が多々あります。その方向でしっかりこれからも要望していきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第７９号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８０号の質疑を行います。 

９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 先ほど冒頭で７８号から８０号まで一括してという話があった

ので先ほどちょっと触れさせてもらいましたが、この８０号に関わっての質問になろう

かと思います。この全体では８０号そのものについては文言の修正というところでおさ

まっているような気がするのですが、文言だけではなくて一部、その条例についてこの

際ですからちょっとお尋ねをさせていただきたいと思います。その内容については、職

員の定数に関する条例です。議長のお許しをいただければ質問を続行したいと思いま

す。 

○議長（波岡玄智君） 関連ですか。どこのところの関連になりますか。 

○９番（落合俊雄君） ８０号の中にある職員定数の条例であります。お許しをいただ

ければ質問を続行させていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 簡潔に願います。 

○９番（落合俊雄君） この定数条例に関わりましては、私の記憶は古いですが、以前
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長谷川町長の時代にこの定数条例の見直しはという質問をしたような経過が微かに記

憶の中で残っております。改めて、この際ですから職員の定数条例の現状と職員の実態

というものについてお知らせをいただきたいと思います。以前の時にもちょっと御質問

したことがあるのですが、定数条例と実職員との数にかなりの乖離があったと。定数そ

のものは、本町はほかの町村に比べて町立高校でありますとか、診療所というものを擁

しているがために割と多いということは当然だと認識はしているのですが、実際問題こ

の定数条例がどのように今なっているのかというものを含めて、その現状に即した条例

の内容改正はするお考えはないのかということで御質問をさせていただきたいと思い

ます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 議案第８０号、１２ページの第１条の浜中町職員定数条例の

一部改正に関連しての御質問かと思いますが、まず、現状のほうから御説明申し上げま

すと、議員おっしゃる部分では、数字的なところを整理しましたら議員おっしゃるとこ

ろの乖離という表現が当たるかどうかという部分はありますが、数字をそのまま現状と

定数条例上で載っている人数を御説明申し上げます。まず、町長部局の職員。ここにつ

きましては、現在の定数条例１５１名であります。これから申し上げる数字は今年の４

月１日現在の職員配置上の人数ということで押さえていただきたいのですが、１５１名

に対して１１０名、単純に差し引きますと４１名マイナス。町立診療所の職員３２名に

対しまして１８名、マイナス１４名。上水道企業部局の職員８名に対しまして６名、マ

イナス２名。議会事務局職員につきましては３名に対して２名、１名のマイナス。選挙

管理委員会事務局職員１名に対しては１名。監査委員事務局の職員も、これは合わせて

ですので１名に対して１名。教育委員会事務部局の職員として１９名に対して１５名、

マイナス４名。教育委員会所管に属する学校その他教育機関の職員２８名に対して１９

名、マイナス９名。農業委員会事務局の職員４名に対して３名、マイナス１名。全体で

現在の給与条例では２４７名の合計に対しまして、平成３１年４月１日現在での職員数

は１７５名。全体としますと７２名のマイナスという状況にございます。 

今後の対応はどうなのかということでございますけれども、現在、庁舎移転に向けて

いろいろな部分では１階のフロアの窓口業務にあたってということで、検討を進めてき

ているところでございます。フロアレイアウトといったところも現在庁舎建設に向けて

進めているところでございますが、庁舎移転に向けては昨日副町長のほうからもお答え
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があったとは思いますが、移転に向けてさらに検討を進めていきたいと考えているとこ

ろでございます。そのような手順を経て、適正な定数、これらについての見直しという

のが次の段階で進めることになるかなということで、今、庁舎移転にあたってそれぞれ

の配置といったところも含めて検討している状況にあるということで御理解いただき

たいと思います。 

○議長（波岡玄智君） ９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 今後は新庁舎移行に向けて、しっかり精査をするというような

お答えだったと思います。それはそれでしっかりやっていただかなければ、現状で定数

に対して７２名というそういう数字でありまして、これが将来的にどうなるかというの

を含めて、この定数条例というのは２０年以上改正もされず今日に至っていると。定数

が復元する余地があるのであれば、それはその条例の定数を触らないでおくということ

も１つの案かもしれませんが、ここまで乖離が進んで、さらに町の人口も減少傾向が止

まらないという中にあっては、やはりしっかりとした現状に合わせた定数というものを

もう１回見定めるという作業が当然必要だと考えておりますので、次年度、できれば次

年度中にこういうものをきちんと見直して、新たなスタートというようなところに持っ

ていっていただければというふうに考えています。そういうことで、進めていっていた

だけるかどうかをお聞きして質問を終わります。 

○議長（波岡玄智君） 副町長。 

○副町長（齊藤清隆君） 質問にお答えいたします。昨日もお答えいたしましたが、機

構改革に合わせてこの定数条例、議員おっしゃるとおり２０年前、平成１０年から改正

しておりませんので、機構改革にあわせて定数条例のほうも精査したいと思っています

ので御理解願います。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第７８号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案７９号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８０号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第７８号の採決をします。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７８号は原案のとおり可決されました。 

これから議案第７９号の採決をします。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７９号は原案のとおり可決されました。 

これから議案第８０号の採決をします。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８０号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第８１号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第５ 議案第８１号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第８１号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
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制定について」提案の理由を御説明申し上げます。 

本案につきましては、本年度の給与改定に伴い、関連する条項の一部改正をしようと

するものであります。８月７日に人事院は国家公務員の給与等について勧告をしたとこ

ろであります。勧告の内容を申し上げますと、月例給につきましては、初任給及び若年

層の俸給月額を平均０．１％引き上げること、勤勉手当についてその支給割合を０．０

５月引き上げることとし、年間支給割合を１．９月とすることのほか、文言の整理を行

うものであります。国は、この人事院勧告を受けて、国家公務員の一般職の職員の給与

に関する法律等の一部を改正する法律を１１月２２日に公布し、人事院勧告どおりの内

容で給与改定を実施しました。このことから、本町においては国公務員の給与改定に準

じ、一般職給料表及び勤勉手当の改定を行うものであります。 

また、本年６月１４日に公布された成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化

を図るための関係法律の整備に関する法律を受け、地方公務員法が改正されたことか

ら、関係する条項について改正しようとするものであります。 

内容につきましては、一般職の職員となり、競争試験もしくは選考を受けることがで

きるものの欠格条項から成年被後見人または被補佐人の条項が削られることに伴い、本

条例において引用される条項について改正を行うものであります。 

なお、施行期日につきましては、人事院の勧告に伴う給与改定については令和２年４

月１日から、地方公務員法の改正に係る欠格条項の改正関係については令和元年１２月

１４日から施行することとしております。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたが、詳細につきましては総務課長より説明さ

せますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） （議案第８１号 補足説明あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第８１号の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８１号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 
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これから議案第８１号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８１号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第８２号 町長、副町長の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

◎日程第７ 議案第８３号 議会議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第６ 議案第８２号及び日程第７ 議案第８３号を一括議

題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第８２号「町長、副町長の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について」及び議案第８３号「議会議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について」はいずれも関連がありますので、一括して提案

の理由を御説明申し上げます。 

町長、副町長並びに議会議員の期末手当年間支給月数については、平成３１年４月１

日から一般職の職員と同じく４．４５月としております。このたび一般職の職員につい

ては、国における給与法の改正に準じ、職員の給与に関する条例の一部改正を行い、０．

０５月引き上げて４．５月にしようとするものであります。 

このことから、町長、副町長並びに議会議員の期末手当につきましては、一般職の職

員と同様に引き上げることについて、関連する条例の一部改正について提案した次第で

あります。 

議案第８２号「町長、副町長の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」は、第４条第２項で期末手当について、現行１００分の２２２．５を１００分の２

２５に改め、現行年間支給月数４．４５月を４．５月に引き上げるものであります。施
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行期日は公布の日とし、平成３１年４月１日から適用することとしております。 

なお、教育長の支給月数については、浜中町教育委員会教育長の給与及び勤務時間等

に関する条例第２条第２項の規定により、町長、副町長の給与に関する条例を準用する

となっておりますので、町長、副町長と同様となります。議案第８３号「議会議員報酬

及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は、第５条第２項

で、町長、副町長の期末手当支給月数と同様に引き上げるものであります。施行期日は

公布の日とし、平成３１年４月１日から適用することとしております。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第８２号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８３号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８２号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８３号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８２号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８２号は原案のとおり可決されました。 

これから議案第８３号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８３号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第８４号 公用車事故に伴う被害者に対する損害賠償に関する示

談について 

◎日程第９ 議案第８５号 公用車事故被害者損害賠償について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第８ 議案第８４号及び日程第９ 議案第８５号を一括議

題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第８４号及び議案第８５号につきましては、関連があります

ので一括して提案の理由を御説明申し上げます。 

初めに、議案第８４号「公用車事故に伴う被害者に対する損害賠償に関する示談につ

いて」提案の理由を御説明申し上げます。 

本事故につきましては、９月１日午前９時５分頃、釧路市材木町２１番地付近の路上

で発生した車両物損事故で、相手車両は釧路市緑ヶ岡３丁目１－３１６の嶋田博之さん

所有の車両であります。 

事故の概要は、職員が釧路市材木町２１番地付近を走行中コンビニエンスストアの駐

車場から路上に飛び出してきた相手車両と接触し、相手車両前面左側バンパーが損傷し

たもので、損害額は３６万１，６８１円であります。このことから、町が加入しており

ます保険会社と相手方保険会社の査定により、過失割合を町の過失１５％、相手の過失

８５％とし、相手車両損害等の５万４，２５２円を町が負担することで、１１月１４日

示談を交わしております。 

このことから、地方自治法第９６条第１項第１２号により議決をいただくものであり

ます。議案第８５号「公用車事故被害者損害賠償について」につきましては、前議案で

御説明申し上げました相手車両への損害賠償について、地方自治法第９６条第１項第１

３号の規定により議決をいただくものであります。 

今後このような事故が起きないよう安全運転の徹底に万全を期してまいりますので、
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よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第８４号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８５号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８４号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８５号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８４号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８４号は原案のとおり可決されました。 

これから議案第８５号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８５号は原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１０ 議案第８６号 公用車事故に伴う被害者に対する損害賠償に関する

示談について 

◎日程第１１ 議案第８７号 公用車事故被害者損害賠償について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１０ 議案第８６号及び日程第１１ 議案第８７号を一

括議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第８６号及び議案第８７号につきましては、関連があります

ので一括して提案の理由を御説明申し上げます。 

初めに、議案第８６号「公用車事故に伴う被害者に対する損害賠償に関する示談につ

いて」提案の理由を御説明申し上げます。 

本事故につきましては、１０月１５日午後１時２０分頃、浜中町姉別南３線８６番地

の住宅敷地内で発生した車両物損事故で、相手車両は東京都千代田区大手町１丁目３の

１日本郵便株式会社所有の車両でございます。 

事故の概要は、職員が敷地内から出ようと公用車を後退させた際、後方確認の不注意

により駐車していた相手車両左側ドアに接触し損傷したもので、損害額は１８万５，５

７０円であります。このことから、町が加入しております保険会社の査定により過失割

合を町の過失１００％とし、相手車両損害等の全額を町が負担することで、１１月２７

日示談を交わしております。 

このことから、地方自治法第９６条第１項第１２号により議決をいただくものであり

ます。 

議案第８７号「公用車事故被害者損害賠償について」につきましては、前議案で御説

明申し上げました相手車両への損害賠償について、地方自治法第９６条第１項第１３号

により議決をいただくものであります。 

このたびの事故は、誠に遺憾であり、今後このような事故が起きないよう安全運転の

徹底に万全を期してまいりますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第８６号の質疑を行います。 

ありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８７号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８６号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８７号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８６号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８６号は原案のとおり可決されました。 

これから議案第８７号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８７号は原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１２ 議案第８８号 工事請負契約の締結について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１２ 議案第８８号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第８８号「工事請負契約の締結について」提案の理由を御説

明申し上げます。 

本案につきましては、緊急防災・減災事業債を活用して、災害時消防や自衛隊などの

緊急援助隊の活動拠点となる防災倉庫の建設工事を本年度から令和２年度までの２ヵ

年にわたって実施するもので、令和元年第３回浜中町議会定例会において継続費として

予算の議決をいただいております。 

この建設工事にあたり、去る１１月１９日、町内業者５社による指名競争入札を実施

いたしました。入札の結果、丸重種市建設有限会社が５，６５４万円で落札いたしまし

た。 

なお、この工期は令和２年１０月１６日までとしております。ここに、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定により、議会の議決をいた

だきたく提案した次第であります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第８８号の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８８号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８８号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８８号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第８９号 工事請負契約の変更について 

◎日程第１４ 議案第９０号 工事請負契約の変更について 

◎日程第１５ 議案第９１号 工事請負契約の変更について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１３ 議案第８９号ないし日程第１５ 議案第９１号を

一括議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第８９号から議案第９１号までの「工事請負契約の変更につ

いて」は関連がありますので、一括して提案の理由を御説明申し上げます。 

本案につきましては、現在施工中であります湯沸高台避難道路建設工事、湯沸高台拠

点避難地造成工事、湯沸高台防災広場造成工事について、各工事の受注者より工事請負

契約書第２２条第１項に基づく請負代金金額の変更請求があり、算定したところ賃金ま

たは物価の変動に伴う請負代金額の変更が認められることから、変更契約をしようとす

るものであります。 

初めに、議案第８９号の「工事請負契約の変更について」は、平成３０年９月１２日、

議案第６０号をもって議決を得て施工しております湯沸高台避難道路建設工事につい

て、契約金額６億８，４１８万円を６億８，５１７万円に変更しようとするものであり

ます。 

なお、令和３年３月３１日としている工期に変更はありません。 

次に、議案第９０号の「工事請負契約の変更について」は、平成３０年９月１２日、

議案第６１号をもって契約締結、その後令和元年９月１２日、議案第６７号で契約変更

の議決を得て施工しております湯沸高台拠点避難地造成工事について、契約金額３億

４，８１６万４，０００円を３億５，４６６万５，０００円に変更しようとするもので

あります。 

なお、令和２年１１月２５日としている工期に変更はありません。 
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次に、議案第９１号の「工事請負契約の変更について」は、平成３０年９月１２日、

議案第６２号をもって契約締結、その後平成３０年１２月５日、議案第８０号で契約変

更の議決を得て施工しております湯沸高台防災広場造成工事について、契約金額２億

３，３６５万８，０００円を２億３，６３６万４，０００円に変更しようとするもので

あります。 

なお、令和３年３月３１日としている工期に変更はありません。ここに、議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定により、議会の議決をい

ただきたく提案した次第であります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第８９号の質疑を行います。 

５番加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 今、３つの議案について町長から説明がありましたけれども、

私もまとめてお聞きしたいと思います。 

よろしいでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） まとめてということにはなりません。 

８９号について、関わってです。１つ１つやりますので今までどおり。よろしいです

か。 

○５番（加藤弘二君） はい、いいです。 

８９号について、差額が１０１万円というふうになっていますけれども、その変更に

なった理由はどういうことで、そうなったのか。単価なども含めながらオーバーした分

について説明を願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 議案第８９号の変更についての内容という部分での御質問か

と思います。町長の提案理由にもございましたが、契約条項の２２条の第１項の中に契

約の締結の日から１２月を超えた後に賃金の水準ですとか、物価水準の変動によって請

負代金が不適当となったと認めたときは、相手方の請求に対してその変更を見直すとい

いますか、その変更の請求に基づき契約金額の見直しを行うという条項がございます。

それでこのたびの金額、単価という部分では表記するのはなかなか難しいことでござい

ますが、こういった物価水準の変動等による請負金額の経費の金額が増額したことによ
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る請求に基づくものということで、今回提案させていただいた差額が生じております。 

なお、増加した額の中身につきましては受注者側の負担と町側の負担ということで、

それぞれその差額に対しての負担の計算式があります。俗に言うこの２２条につきまし

ては、スライド条項という名称がふさわしいかと思います。いろいろな状況によって請

負金額が変更したということになります。受注者側の負担としては差額に対して１．

５％、発注者側としてはその残りの分ということで、今回でいきますと差額分としての

９０万円ということで、差額が発生したということでございます。個別に単価が増とい

うよりは、状況としてはそういったことで計算した上での町の変更分全体の契約金額の

変更ということでの提案となってございます。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 今回工事請負費の変更ということで、これは当然継続費も変わ

ってくる話であります。それで、変更事由についてはスライド条項ということで昨日も

お聞きしましたのでわかっていますが、実際には予算が増える、工事請負代金が増える

と。増えた分について、これは緊防債の対象になっているわけですけれども、その増え

た分についても緊防債の対象になるのかどうか。最終的には継続費の精算が終わった段

階での判断になると思いますけれども、その辺の確認をしておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今の御質問にお答え申し上げます。今回の契約変更

に伴う増額分については令和２年度の支払いとなります。当然起債の対象ということに

ついては増えた分も起債の対象でございます。 

なお、令和２年度の負担ということになりますので、こちらの分については令和２年

度に改めてまた起債計画という形で来年度起債の同意をいただくということになりま

すので、そういった関係で今回の補正はこれには関わってこないということでございま

すのでよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第９０号の質疑を行います。 

５番加藤議員。 
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○５番（加藤弘二君） ９０号につきましても、差額が６５１万円となっていますが、

先ほどのスライドということでは私は理解できましたが、この場合どんなふうになって

いるのでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） この場合も同じく契約条項の２２条の中の言い換えるとスラ

イド条項の適用で、受注者側より請求のあったものの計算による差額分を今回契約変更

ということで、議案第８９号と内容としては同様でございます。 

○議長（波岡玄智君） よろしいですか。 

他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第９１号の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第８９号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第９０号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第９１号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第８９号の採決をします。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８９号は原案のとおり可決されました。 
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これから議案第９０号の採決をします。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９０号は原案のとおり可決されました。 

これから議案第９１号の採決をします。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９１号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第９２号 公の施設の指定管理者の指定について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１６ 議案第９２号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第９２号「公の施設の指定管理者の指定について」提案の理

由を御説明申し上げます。 

霧多布湿原センターの管理運営につきましては、平成２７年４月から令和２年３月３

１日までの５年間、指定管理者として特定非営利活動法人霧多布湿原ナショナルトラス

トを指定しています。 

このたび令和２年３月で指定期間が満了することから、令和２年度からの指定管理者

を公募したところ、特定非営利活動法人霧多布湿原ナショナルトラストからのみの指定

申請があり、浜中町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第４条選定基

準に基づき、総合的に判断し、同団体を選定したものであります。 

なお、指定期間につきましては、令和２年４月１日から令和７年３月３１日までの５

年間としております。霧多布湿原センター指定管理者として特定非営利活動法人霧多布
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湿原ナショナルトラストを指定することについては、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により、議会の議決を要しますので、ここに提案するものであります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

いいたします。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第９２号の質疑を行います。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 公の集会施設の指定管理、霧多布湿原センターの指定管理なの

ですけれども、来年の新年度予算に計上されるでしょうけれども、指定管理料について

は議案説明資料の６０ページにあるのですけれども、収支内訳書の提案協定対価という

ことで、令和２年度においては２，８９３万円という数字がありますが、この数字とい

うふうに押さえてよろしいのか。そして、この２，８９３万円については、消費税が１

０％に増えていますので、それを換算された金額になっているかどうかの確認をさせて

いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（戸井洋典君） お答えいたします。議員おっしゃいますとおり、予算

額につきましては資料にございますとおり２，８９３万円で、消費税１０％を計上して

おります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 答弁に過誤がございました。再度答弁をさせます。 

商工観光課長。 

○商工観光課長（戸井洋典君） 申し訳ございません。先ほど税込みと言いましたが、

税抜きでございます。税込みで３，１８２万３，０００円となります。申し訳ございま

せんでした。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

議案第９２号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第９２号を採決します。 

お諮りします。 
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本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９２号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第９３号 令和元年度浜中町一般会計補正予算（第５号） 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１７ 議案第９３号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第９３号「令和元年度浜中町一般会計補正予算（第５号）に

ついて」提案の理由を御説明申し上げます。 

このたびの補正は、不良空家等解体工事など今後必要とされる経費について補正をお

願いしようとするものであります。 

補正の主な内容といたしましては、歳出では、２款総務費では、ふるさと納税に要す

る経費で寄附の増加見込みに伴い、ふるさと納税返戻品２，１００万円を追加するなど

１億４，９４４万５，０００円を追加。４款衛生費では、浜中診療所特別会計繰出金で

１，０７８万６，０００円を減額するなど７１９万９，０００円を減額。５款農林水産

業費では、水産行政に要する経費でウニ養殖業新規着業者設備導入事業補助５３０万円

を増額するなど、６８２万８，０００円を追加。７款土木費では、公営住宅建替に要す

る経費で契約確定に伴い、公営住宅新築工事７４５万円を減額するなど２００万円を減

額。９款教育費では、小学校管理運営に要する経費で契約確定に伴い、校舎等補修工事

３８９万５，０００円を減額するなど５３４万９，０００円を減額。１１款給与費では、

議案第８１号及び第８２号で議決をいただきました職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例、町長、副町長の給与に関する条例の一部を改正する条例に基づくものに

より３６９万８，０００円を追加。 

以上により、今回の補正額は１億４，９６０万２，０００円となります。 

一方、歳入につきましては、各事業の特定財源として国庫支出金２，８７６万５，０

００円、道支出金７３８万８，０００円、寄附金７，２１８万円、繰入金２，８００万
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円などを追加したほか、不足する財源には地方交付税３，０１０万４，０００円を充て

させていただきました。 

この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は９２億６，６７３万９，０００円となりま

す。 

次に、第２表地方債補正につきましては、地方債を財源とする事業費及び同意額の確

定に伴う補正であります。 

以上、提案の理由を御説明申し上げましたが、詳細につきましては企画財政課長より

説明させますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） （議案第９３号 補足説明あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第９３号の質疑を行います。 

歳入歳出一括して行います。 

９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） １点だけ、選挙費。参議院議員選挙通常選挙に要する経費、す

なわちこれは執行残という形の計上でございますが、ここに関わってちょっと質問させ

ていただきたいと思います。私、ここに来るまで何年間かの間、地元の小さな投票所の

投票立会人を受けておりました。始まりはいつの頃だったかあまり記憶はないのです

が、確か副町長が担当だった頃、電話１本で軽く受けてしまったのが事の始まりだった

かと記憶しております。そうした中で、衆議院選挙、参議院選挙、いわゆる規模の大き

な選挙に関わって、以前より都市部では投票率の低下というものが言われておりまし

て、いろいろな対策を打ってきておりました。そのことは地方にはそれほど影響はない

のかなというふうに思っておりましたら、私も数年にわたって立会人を務めております

と、地方においても都市部ほどではないにしろ、投票場に足を運ぶ人が少なからず減っ

てきているという現象を目の当たりにいたしました。一方で、国は投票率の向上を図る

としたことで、いわゆる期日前の投票に関していろいろな制約を排除して、どんな理由

があろうが投票に行ってくださいと。投票日が日曜日というように固定されていること

もありまして、なかなかその意思的に日曜日ならというふうに敬遠するようなことが出

てきたことから選挙期間中の期日前投票の促進・推進を図ると、期日前投票に行くと本

町においてもポケットティッシュがもらえたりするのです。当日に行くと何ももらえな

いのですけれどもね。そういう啓蒙活動を進めてきておりまして、本町においても期間
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中に庁舎内に一部、投票場を設けております。実際に投票日に投票所に通う、足を運ぶ

人が減る一方で、いったいこの期日前投票にはどれほどの人が行動を起こしておられる

のか、近年の状況等についてわかる範囲でお知らせをいただければというふうに思いま

すが、よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 落合議員に申し上げます。 

これは予算審議ですから、関連というのは現在お互いに留意をして、あくまでも予算

に関わるということを中心にして、ずっと議会運営をさせていただいております。今の

ような質問というのは、当然一般質問という、そういう中で意見なり質問なりをすると

いう場所もあります。ですから、今後につきましては関連ということを許してしまうと、

これはとめどもなく際限のない議会運営になってしまう恐れがありますので、議長とし

てはその辺を十分に、厳密に考えて運営させていただいております。今回はそのことに

ついて答弁をいただきますけれども、今後そういう観点の中でひとつ、予算審議である

と。ここの予算に対してはどうなのですかといったような、そういう中で、その中で多

少の関連というものは認めていますけれども、今のように大きな意味での関連というの

は、どうぞひとつこれから留意していただきたいと。このようにお願い申し上げます。 

答弁願います。 

総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 議員おっしゃいました大きくは６１ページの参議院議員選挙

に要する経費、また、その他の選挙に関連しての執行残に関連してということで、御質

問にありました期日前投票所における状況ということで、手元の資料で申し上げます

と、直近の参議院議員通常選挙では、平成２８年に前回実施されております。３年前で

す。そのときには期日前投票として全体で、これは率の出し方になりますけれども、あ

くまでも期日前に投票した総数と当日の有権者数を割り返したものということで御承

知おきいただきたいのですけれども、それでいきますと参議院原議員選挙で平成２８年

が２１．７％の方が期日前に投票を行ったと。それから今年行われました令和元年の参

議院議員選挙におきましては２３．１３％、それから道知事選挙を国政同レベルの選挙

ということで申し上げますと、前回が平成２７年度で２１．０７％、それから本年行わ

れました知事選挙においては２２．４１％ですので、期日前投票の制度、導入されてか

らだいぶ浸透してきているのか、若干ではありますが期日前投票の率が少しずつ前回と

比べて上がったかなというようなことで、数字では見てとれるかなというふうに押さえ
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ております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） ９番落合議員。 

○９番（落合俊雄君） 議長からのお叱りを十分踏まえた上でこの質問を継続させてい

ただきます。今後十分に注意をいたします。 

今、お答えをいただいたのですが、いわゆるその期日前投票に有権者が一定程度反応

を示しているという状況が見て取れるのであります。こういう期日前投票というか、全

体の投票率を向上させるために管内の町村においても様々な取り組みをされていると

思います。本町みたいに役場庁舎だけに設けるのではなくて、それ以外のところ含めて

複数の箇所に臨時の投票所を設置して投票率の向上を図ろうという取り組みをされて

いる町村もあろうかと思います。そういった意味で言いますと、この一定の効果が見ら

れるこの期日前投票の投票所の設置に関して、今後本町としてはどのようなお考えをお

持ちなのかということを、最後にお聞きして終わりたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 議員おっしゃられますように、最近では期日前投票の投票所、

１ヵ所ではなく複数設定するというような自治体も見受けられます。管内でいきます

と、釧路市、釧路町、白糠町が複数の投票所を期日前投票として開設しているというよ

うな状況もございます。選挙管理委員会の会議の席の中でも、前回この春の統一地方選

挙の時期に、この辺のところほかの自治体の動きを見ながら話題になっているという経

過は確かにございます。そういった意味では今後、例えば仮の話ですけれども、投票区

の設置複数に置くというようなことも検討していかなければならないというところに

なると思いますが、ある程度環境整備といいますか、そういったところも整えていかな

いとなかなか複数の投票所を設定するというところが今のところ状況的には難しいか

と。その辺の課題ということで、例えば課題としましては選挙人名簿。これらをオンラ

インで照会したり、本所ともう１つの複数のところでの、例えば二重投票の防止ですと

かそういったこと。あるいはその環境を整えるための通信回線ですとか機器、こういっ

たものも当然整備していかなければならないというような課題もございます。それか

ら、そこに開設した場合に従事する職員。こういったこと、配置等含めて考えていかな

ければならないというようなところ。こういった課題も含めて、環境を整えながら開設

するというようなことがこれからいろいろと検討していかなければならない部分かと
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いうふうに現状では考えているところです。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 切れのいいところで、この際、暫時休憩します。 

（休憩 午前１１時５８分） 

（再開 午後 １時００分） 

○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第１７ 議案第９３号の質疑を続けます。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） まず１点目ですけれども、５３ページふるさと納税に要する経

費のふるさと納税返礼品が２，１００万円ということですけれども、返礼品を作ってい

る事業者の件数、それと人気の高い商品を上から５つぐらい説明していただきたいと思

います。それと６月定例会で地域おこし協力隊についてふるさと納税の商品開発に充て

たいというふうに答えていましたが、現状として新たな商品開発について携わっている

かどうか。また、協力隊員の方は広報紙で紹介されていますけれども、活動日誌、連続

で掲載されております。７月号が最初で、１１月号で５回の活動日誌が出ておりますけ

れども、町内のイベント等に参加をされたり、札幌のオータムフェストに参加されたり

して浜中町の内容を知りたいという思いで一生懸命活動されている様子が伺えて、よく

まとめた活動日誌だというふうに私は評価しております。ただ、先ほど言ったように商

品開発に充てたいと言ったり、当初は移住・定住の関係の仕事をさせたいとか、方向が

まだ定まっていないような気がしております。それで、商品開発をさせるのであればそ

れに集中してさせるだとか明確にすべきではないかというふうに思いますので、その辺

の説明をいただきたいと思います。 

それと、５７ページ総合計画に要する経費であります。今回、印刷製本費で２４９万

２，０００円皆増ということで初めての予算が計上されていると思います。内容につい

ては説明のとおり冊子印刷の３，０００冊とデータＣＤ５０枚分というふうに伺ってお

りますけれども、私、６月議会の一般質問ですけれども、総合計画の策定状況と素案段

階で議会への説明はというふうに伺っております。答弁としては、素案段階で有識者を

入れた審議会を開き、原案となった１１月中に説明し、１２月定例会で議決したい。こ

のように答えておりました。このたびの補正予算は、総合計画の冊子を作ったりする内

容ですけれども、議会に何の説明もないまま本町の上位計画が策定されようとしている

のは議会軽視に当たらないかと、私はこのように思います。町政は２元代表制で運営さ
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れているものと考えておりますが、その見解を求めたい。このように思います。 

それと、同じページのふれあい交流保養センター運営に要する経費でありますけれど

も、これも水道光熱費６７３万２，０００円の追加ということで、当初予算では５２９

万円、合わせて１，２０２万２，０００円になると思いますが、去年の当初予算は９０

０万円ちょっとだったと思っていますが、これは風車の関係で電気料のみ町で負担する

こととしたと聞いていまして、それが５２９万円と私は思っていたのですが、６７３万

２，０００円を追加しなければならなくなった理由をお知らせいただきたい。 

そしてその下の修繕料ですけれども、１２３万８，０００円これも皆増です。これは

平成３０年９月定例会で議決して１０月から指定管理者に運営を委ねておりますが、当

初予算では３，１０９万５，０００円の指定管理料。契約条項の中で修繕等に係る費用

負担、町が行う修理と指定管理者が行う額の定めはあるのかどうか。あるのであれば、

いくらまでは町がやると。例えば今までの例でいくと、建物本体にかかる部分について

は町でやるとかそういう定めがあったと思いますが、その辺の仕組みを教えていただき

たい。 

それから、６７ページ常設保育所運営に要する経費であります。この備品購入費であ

りますけれども６６万円皆増。除雪機を１台購入するということですけれども、これの

機種及びメーカーについても定めているのかどうか。それで前に草刈機を買っています

ので、それも補正で確か買ったと思うのですが、あそこの前をずっと見てみますと倉庫

がないというふうに思うのです。車庫とかそういうものが昨日、一昨日とずっと走って

見ましたけれども、駐車場だけで物置らしきものが見えなかったのですよね。どこに格

納するのか。それと、関連で非常に申し訳ないのですが、霧多布の常設保育所の移転の

話が昨日一般質問されました。今朝の北海道新聞に高台移転というのが出ていました。

非常に気になったのですが、高台移転するのはだめだとは言わないのですけれども、建

設する場所というのはどの辺になるのでしょうか。本当にあるのでしょうか。移転の時

期というのは何年頃を目途に移転しようとしているのか合わせて伺います。 

それと、７１ページ商工振興に要する経費の地域経済活性化促進奨励補助。地域開発

事業１件の追加ということで２００万円の計上がありました。当初予算では、６月議会

でパッケージ２種類の開発で９７万円を追加して１０６万５，０００円にしていますけ

れども、今回２００万円の追加。この事業内容をちょっと先ほど企画財政課長に説明し

ていただいたのですが、聞き取れなかったので事業内容の詳細をお知らせいただきたい
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と思います。 

それから７３ページ、最後です。町道維持管理に要する経費の町道維持業務委託料。

不足見込みということで４７２万４，０００円の追加で、当初が６，０００万円でした

から６，４７２万４，０００円になりますが、これの内容をお知らせいただきたいと思

います。あわせてこの維持管理業務の内容としては、町道の草刈り、路肩の草刈りなど

も含まれると思うのですが、年に何回くらい実施しているのか。町道の場合です。春先

に１回だとか秋口にもう葦の状態になっている部分の草を刈るとかしないと、鹿が出て

きて危ないのですよ。事故を起こすという部分がありますので、そんなことで何回実施

しているのか。あわせて、これも北海道にお願いしなければならないのですけれども、

主要道道の別海厚岸線は特にそうなのですけれど、榊町から新川、仲の浜、琵琶瀬に通

る道路の歩道です。そこも夏の間は１回しかたぶん草を刈っていないと思うのです。Ｍ

Ｇロードもそうですけれども、そこにやっぱり秋口になると鹿が結構出てきて事故が多

いのです。草が伸び過ぎて、路肩のほうからせり出してきて歩道を来る自転車でも通行

できないような状態になっているのが結構見えるのです。それも景観上あまり良くない

ので、できるのであれば建設管理部のほうにその辺の対応をお願いできないか、あわせ

て伺っておきたい。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ５３ページふるさと納税の商品開発の関係で協力隊の関

係の御質問からまず御答弁申し上げたいと思います。協力隊、今のところ商品開発に携

わっていないのですけれども、ちょっとニュアンスの違いという部分もあったのかなと

思いますけれども、協力隊については移住・定住ということで募集をかけて、移住・定

住の仕事ということで仕事をしていただいております。議員に広報の記事のほう評価し

ていただきまして大変嬉しく思っているところでございます。そういった中でこの商品

開発なのですけれども、場合によっては我々町民の目線でない部分もありますので、そ

の目線でもしかすると商品開発をうまくできるのではないかと。それが移住・定住につ

ながるということも考えられるということで、そういうことも想定すると商品開発に携

わってというか、そこに絡んでくれるということも１つの方法としてあるのではないか

ということで御答弁申し上げたと思っております。実際のところ今は携わっていないと

いうことで御理解をいただきたいと思います。 

それと５７ページの総合計画の印刷製本費の関係でございます。議員おっしゃるとお
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り６月定例会の時点で１２月の定例会での基本構想の議案を提出させていただきたい

ということで、それから逆算すると１１月に議会のほうに御説明させていただきたいと

いうお話を私させていただきました。その後なのですけれども、一度言ったような気も

するのですけれども、若干作業工程が遅れてしまったというのがございます。実際のと

ころ、今月２日に審議会のほうから素案に対する答申をいただきまして、現在パブリッ

クコメントということで住民から意見を募集している最中と。これは今月２７日までの

予定となってございます。そういった関係で、当初１２月の定例会という予定をしてお

りましたけれども、議会への提案は１月臨時議会をお願いしなければいけないかなと１

月末ぐらいを想定しているところでございます。ですので、１ヵ月半程度遅れるという

形になります。結果、議会への説明なのですけれども１月中旬くらい、あまり臨時会の

直前ということなるとお話させていただいて、その部分を修正という時間も当然見なけ

ればいけないと思いますので、１月中旬くらいまでには説明する機会を設けさせていた

だきたいなと。決して議会を軽視するというつもりはございませんので、御理解をいた

だきたいと思うのですけれども、予算の措置につきましては、年度内の納品を考えると

この１２月の定例会で補正させていただかないと年度内の納品が叶わないものですか

ら、若干工程が遅れているということをお詫びしなければいけないところでございます

けれども、きちんと、必ず説明の場を設けさせていただきたいと思っておりますので御

理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 同じく５３ページのふるさと納税の報償費の返礼品の関係に

ついてお答えいたします。今回２，１００万円の返礼品に要する費用として追加で計上

させていただいております。全体として収入を追加で７，０００万円見込んでいるとこ

ろの３０％で２，１００万円ということで、返礼品のほうは準備させていただこうとし

ての補正であります。内容として、質問のほうでは出店協力いただいているお店につい

ては、企業の件数なのですけれども、現在１３件の企業の方々に御協力をいただいて返

礼品を取り扱わせていただいております。それで人気のものということでの御質問でご

ざいましたけれども、やはり、今年も昨年も傾向としては同じような形なのですけれど

もハーゲンダッツのアイスクリーム。これが非常に返礼品として求められているという

ところです。次に多いのはチーズセット。それからウニ。そして昆布。今年追加になり

ましたけれども、タカナシの牛乳を使ったシフォンケーキというところも返礼品に加え
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させていただいているのですけれども、そこのところが非常に返礼品として求められて

いるということで、そういったところが今年の特筆すべきところとしてはシフォンケー

キが非常に出ているというところがこれまでのところの傾向としてあるかと思います。 

それで参考までになのですけれども、去年は全体で件数としては６，０００件ちょっ

とのふるさと納税の件数でありましたけれども、１１月現在で既に８，０００件の寄附

金の御協力をいただいているということで、こういった傾向からも今後ますますふるさ

と納税のほうも見込めるであろうということで今回一連の補正をさせていただいたと

いうことでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（戸井洋典君） ５７ページふれあい交流保養センター運営に要する経

費の関係でございます。まず、水道光熱費。これにつきましては電気料の不足見合い分

となっております。当初風車からの電力供給も見込まれるということで５２９万円とい

う計上でしたが、未稼働ということになりましたので６ヵ月で電気代を消費してしまい

ました。あと、冷凍庫なども入れたのが要因になっているのかなと思っております。 

 次の修繕料の関係でございますが、これはホール天井のスカイビームという天井に埋

め込みでついていますが、それがもう安定器が製造中止となっていまして、現在３基の

調子が悪くて点滅したりしている状態です。その補修をしようとしているところでござ

います。協定の中では１件５０万円未満は指定管理者で行うことになっておりまして、

年額２５０万円までは指定管理者が負担することになっております。２５０万円を超え

た場合は、また新たに協議をするという協定になってございます。 

次に、７１ページ商工振興に要する経費でございますが、これにつきましては乳製品

の製造業者１社のパッケージなどを新たにつくるということになっております。内容と

しましては、ソフトクリームのラベル２種類１万５，０００枚ずつ作る予定です。それ

とチーズの袋も１万５，０００袋。それとアイスクリームの容器・蓋、それぞれ１万６，

０００個ずつ作る予定となっておりまして、総事業費４３３万１５０円の２分の１、上

限２００万円ということで計上しております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 保育所長。 

○保育所長（梅村純也君） 茶内保育所の除雪機の件でありますが、今見積もりをとる

際の想定したメーカーがホンダの除雪機です。品番がＨＳＭ１３８０ｉというものであ

りまして、いわゆる中型除雪機にあたるかと考えております。女性保育士も使うもので
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すからあまり大きいものは使い勝手が悪いということでこういうものを想定しました。

それで格納の件なのですが、確かに今その駐車場の付近に物置はございません。その格

納についても、旧茶内保育所に２間の２間のヨドコウ物置というのがありまして、それ

を移設して使わせていただこうと考えております。この中には除雪機をはじめ、６月補

正で買わせていただいた芝刈機、草刈機だとか芝生の肥料、スコップ、レーキ、融雪剤

などを収納しようと考えております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（赤石俊行君） 議案７３ページ町道維持管理に要する経費についてお答え

いたします。１３節委託料、町道維持業務委託料の増額につきましては本年度において

も町道の損傷による地域からの要望が非常に多かったものでございます。そちらの対

応、補修費が嵩んだことによるものでございます。今年の状況といたしましては、やは

り春の雪解けの時期に路面の亀裂・陥没、砂利道の採石補充ですとか道路の整正、こう

いったものが非常に多かったものでございます。１０月時点で予算というものを消化し

ております。その後において１０月の台風１８号、１９号の関係もございまして、道路

損傷した部分が非常に多かったものでございます。特に霧多布地区におきまして、高台

のほうから水が一気に流れて泥で詰まってしまった側溝がございまして、そこで流れて

いかなくてその部分から上にアスファルトを突き破って噴き出してしまったようなと

ころがございまして、その部分の補修で２１０万円。その他に熊牛、姉別、円朱別地区

のほうで砂利道が非常に多いものですから、そして地形的に非常にアップダウンの多い

地形がございます。そういった部分で雨裂が非常に多く、ちょっときっかけができてし

まうとすぐ道路が川のようになってしまいます。そういった補修も多かったものですか

ら、その関係の補修で２６２万円程度かかっております。そういったことで今回４７２

万４，０００円の補正をお願いしようとするものでございます。 

関連いたしまして、先ほどの草刈りの件ございましたけれども、町道におきましては

年間その場所にもよるのですけれども、昨日のハマナスロードの関係は年に１回しかや

っていないということでございましたけれども、大体２回から３回程度行っておりま

す。先ほど榊町の道路の関係もございましたけれども、御存じのとおり道道でございま

すので北海道の所管でございます。道の建設管理部とも意見交換する場面もございます

し、これまでもＭＧロードだとかそういった路肩の草刈りの関係は要望してきた経緯が

ございますけれども、そういった危険性を改めて今後も北海道のほうに要望していきた
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いと考えておりますので御理解賜りたいと存じます。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ６７ページ霧多布保育所の移転の関係の御質問でござい

ます。現在、庁舎建設中なのですけれども、広報の写真を見ていただいてわかるとおり

だいぶ形が見えてきております。必ずここだということは現時点では申し上げることは

難しいのかなと思いますけれども、一番想定しやすいのは、今現場事務所が置かれてい

るゆうゆと新庁舎へ入る入り口の道路の間。これが一番スペース的にはあるのではない

かというふうに思っているところであります。ただ、必ずそこだということは申し上げ

られないということで御理解いただきたいと思います。移転の時期の関係でございま

す。これは財源の関係もありますので何とも言いようがない部分もあるところでありま

すけれども、昨日の一般質問で緊防債のお話の質問がございました。財政担当としまし

ては延びるのではないかという予想をしているというところでありますけれども、緊防

債が運よく延びていただければ財源の確保はできるかと思っているところではござい

ますが、これ緊防債の動向如何では緊防債使えない、高台移転ではないので使えないと

いう場合は茶内保育所と同様に過疎債に頼らざるを得ないのかなと。現在の霧多布保育

所が建設された当時におきましては国庫補助があったのですけれども、現在国庫補助制

度はございませんので起債に頼らざるを得ないと。そういうことで緊防債・過疎債とも

交付税算入率は７０％ありますので、ある程度有利な財源というふうに思っております

けれども、緊防債がなかった場合については昨日の答弁のとおり、まだ４２年９ヵ月で

ございます。耐用年数が５０年ということでまだ７年ほど残っているという状況でござ

います。さらに耐震性は保たれているということで高台移転による緊防債が活用できな

ければ、耐用年数が到来するまで過疎債も使えないということも想定しなければいけな

いのかなと。そういったことを考えながら早期に移転ということは承知しているところ

ですけれども、そういった財源等も相談させていただきながら取り組ませていただきた

いと、そのように考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） １番川村議員。 

○１番（川村義春君） ふるさと納税の関係でございます。これについては協力隊の関

係。当初の予定どおり移住・定住、これに専念すると。それが、ブレないでそれでいく

ということで理解して良いのですか。わかりました。あわせてふるさと納税の返礼品の

関係ですけれども、今１３事業者に返礼品を扱ってもらっているということで、人気は
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ハーゲンダッツのアイスクリームとかチーズセット、ウニ、昆布、シフォンケーキが主

だというようなことで、前年は６，０００件の申し込みがあったけれど今年は８，００

０件になっているということで、増えているということは何と言いますかふるさとチョ

イスのほかに楽天を加えたことも影響しているのかなというふうに思っていますけれ

ども、いずれにしてもこの事業所を増やしていかないとふるさと納税は増えないという

ふうに思っていますので、その対策等があれば聞いておきたいというふうに思います。

事業所を増やす対策ですね。それらを地域おこし協力隊でやるのかと思っていましたの

で、そういう方策があれば教えていただきたいと思います。 

ふれあい交流保養センターの関係については理解をいたしました。 

それと総合計画の関係ですけれども、私、先ほど言いましたように、議会軽視ではな

いとは言いながら議会軽視に当たるのではないですか。予算自体はそういうふうに思い

ますよ。公のこの議会の場で答えられたものがそうでなければ、話す機会というのはい

くらでもあったと思うのです。この前の全員協議会の場でもこういう事情で延びている

のでちょっと了解してくださいね、１月の中旬頃までには説明しますからというような

ことがあって当然だと思うのですよ。ただ、そういうことが無くて予算が出てきたもの

ですから、私は非常に議会としては軽視されたのではないか、それに値するのではない

かということで聞いたのですけれどもね。予算については、今時期に予算をつくらなけ

れば発注もできないし間に合わないということで理解はしますけれども、何といいます

か答弁したことに対しての責任というのが当然あると思うのですよ。危機感というか。

なんか私、最近思うのですけれども、危機感がないのではないかと。言ったことに対し

てやはり当事者なり、議会に対して遅れたら遅れたというふうに説明がなければと思う

のです。その辺、再度聞いておきたいと思います。 

６７ページについては了解しました。７１ページも了解です。 

７３ページの町道の業務委託料については、担当者として大変な思いをしているのだ

なというふうに私は思っています。これは１０月中に予算がなくなったということで、

そのあと委託されている業者が身銭を切ってやっているのかな、先に。それで今回補正

かと思うのですけれども、今後も良好な道路維持管理を進めていただきたいということ

と、草刈りについては町道の場合２、３回やっているというこれも評価したいなという

ふうに思っています。ただ、道道に関しては私が知っている限りたぶん１回しかやって

いないです。これを強く要望していただきたいと思っているのですが、その辺もう一度
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答えていただきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） １３ページふるさと納税の関係になります。事業所の関係で

ございますけれども、今１３事業所ということで御説明させていただきましたが、この

先いろいろと協力いただける事業所を増やすことの対策ということでありますが、現在

も先ほど申し上げました特筆すべきシフォンケーキと言いますか、あそこのところも実

はふるさと納税のいろいろ取り組みを委託しているシフトプラスと連携しながら、新た

に掘り起こして事業に加わっていただいたというようなこともございます。いずれにし

てもこれから事業所をさらに増やしていくというところでは、やはり季節限定でも年間

通じてでもですけれども、安定的に提供いただく返礼品というところも見据えながら、

委託先ともその辺の掘り起こしを行っていきたいというふうに考えているところです。

また、今年につきましてはさらにサイトのほうも増やしまして、１１月からはふるナビ

というサイトに返礼品の掲載をさせていただいております。さらに１２月、今月からａ

ｕ Ｗｏｗｍａ！というところのサイトにも掲載させていただきながら、さらに既存の

返礼品の数、事業所ということで、現時点ではありますけれども、そういったところで

さらにふるさとの返礼品をＰＲ含めて、サイトを増やしながら取り組んでいくというよ

うな状況になってございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ５７ページの総合計画の関係でございます。私、６月の

時点で１２月の定例会で１１月というお話させていただいたと思っております。その後

ですね、９月の定例会だったと思うのですけれども、私の記憶で大変申し訳ないところ

で、もし私の答弁に誤りがあればお詫び申し上げなければいけないところでございます

けれども、９月の定例会の際に１番議員からの質問ではございませんでしたけれども、

遅れて１２月は無理で１月下旬の臨時会を想定しなければいけない状態だというお話

をさせていただいたという記憶がございまして、本会議でそういうお話をさせていただ

いたということですべて議員の皆様がそれで御理解いただいていたというふうに思っ

ておりました。そうでなければ確かに議員おっしゃるとおり、私そういう思いでおりま

したけれどもそれが通じていなかったとか、それが私の記憶違いだったということであ

れば当然議員おっしゃるとおり、事前に１ヵ月半程度遅れますという話はさせていただ

かなければいけなかったことだと思います。そういうことで、今回御理解いただいてい
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るという思いで事前にお話しさせていただかなかったところではございますが、決して

軽視するつもりはございません。きちんとした説明はさせていただきますので、御理解

いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（赤石俊行君） 町道維持管理にする経費でございますけれども、業者のほ

うに身銭を切って先にやってもらっているというわけではございません。除雪費のほう

を実は流用して先にさせていただいております。補正させていただいて、その後そちら

に戻すということになります。道道の雑草の関係でございますけれども、御存じのとお

りＭＧロードも榊町もそうですけれども、若い芽がどんどん出てきますのでシカや何か

が増えて非常に危険な状況でございます。北海道の予算の関係で非常に厳しい面もある

かとは思うのですけれども、こういった危険な状況を改めて再認識していただくように

強く今後も要望していきたいというふうに考えておりますので、御理解賜りたいと思い

ます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） １番川村議員。 

○１番（川村義春君） ふるさと納税の関係ですけれども、事業所を増やすということ

はこれからもやっていきたいということでありました。それで、サイトは私認識不足だ

ったのでふるさとチョイスと楽天の部分しか知らなかったです。１１月からふるナビ、

それとａｕ Ｗｏｗｍａ！ですか、その内容をちょっともう少し詳しく教えていただき

たいと思います。サイトを増やせばその分産品が、事業所が少なくても多くの国民が見

るわけですから当然増えてくるということだと思いますので、そのサイトの中身をちょ

っとお知らせいただきたいと思います。 

それと総合計画の関係ですけれども、９月に聞いた記憶は私はまるっきりございませ

ん。同僚議員の中で聞いたことがあればわかりますけれど、皆首を傾げていますので多

分ないと思いますが、私のほうの聞き間違いかもしれませんし。それは置いておいて、

そういう実態があるのであればやはりきちんと危機感をもって今後も対応していただ

きたい。言ったことに対する責任というのは当然あると思いますので、その辺再度そう

いう方向で今後も続けるのかどうか。今後もそういう形でいくのかどうかというのを確

認しておきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） ５３ページのふるさと納税に関連してのことでございますけ
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れども、サイトの掲載のほう申し上げましたようにふるナビとａｕ Ｗｏｗｍａ！とい

うところを１１月、１２月に追加させていただいて、これはそれぞれ見る層と言います

か、顧客という表現はあれですが、ふるさとを応援していただく方々が検索するその検

索する層、そういったところを考慮してのことであります。まず、ふるナビというのは

楽天ですとかそういったところと同じように、広くそれを利用される方々に見ていただ

ける。最近ではテレビのＣＭ等でもふるナビがしきりに放映されてＣＭでも流れてきて

御存じの方もいらっしゃると思いますけれども、そういったことでは楽天等に次ぐこれ

からの掲載のところだということで選定しております。それからａｕ Ｗｏｗｍａ！と

いうところはａｕという携帯電話の会社関連のサイトになるのですけれども、やはり携

帯電話を利用している顧客でａｕを御利用されている方々ですとか、そういったところ

少し全体に広くというよりは、ａｕを利用されている方々が重点的というようなそうい

ったいろいろな閲覧される方々、ターゲットをそれぞれいろいろと選定した結果、こう

いったところにまたサイトを広げて、新たに寄附金のほうを提供いただければという思

いでこの２社を新たに追加したというようなことであります。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） もう一度御答弁申し上げます。私の勘違いということも

あろうかと思いますのでそちらについてはお詫び申し上げたいと思いますけれども、議

員おっしゃるとおりある程度早い段階で情報発信しなければいけないもの、相談しなけ

ればいけないものというのも当然ありますので、早い段階できちんとした相談の体制を

とりながら仕事は進めさせていただきたいと常日頃からそのように思っておりますの

で御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 他に、どうぞ。 

５番加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） ５５ページ不良空家解体工事１，３２８万８，０００円につい

てお聞きいたします。先日全体協議会でこのことについて予算なども２件について、同

じ家主の人のもので金額が１，３２８万８，０００円かかるという説明もあり、写真入

りで説明してもらったことも良かったと思います。それで今日この空家対策で代執行と

いう形で役場が金を払って整理するということになって、この２つの家については地域

に住む方々から風が吹くと大変なのだということを再三言われて、担当課のほうに何度

かお願いしていたことでもあり、１回めで、最初でこれが取り上げられたというのは町
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民の声をよく聞いてくれたものだなというふうに思います。ただ、しかしお金の支払い

が、本人は死亡していても兄弟とかいるのですよね。それから相続に値する方も７、８

人おられるという中で、この解体費について何らかの形でやはり兄弟のほうから力を貸

してくれるような努力というのはしたと思うのですけれども、できなかったのかなと思

うのです。私としては、家を建てたからには古くなったときには自分のところはこうや

って解体の費用をお願いしているから、そこから費用をとってくれというような形で移

って行きたいなとか、あるいは亡くなったときにはそうしてほしいということがあるの

ですけれど、今回はそういう形が、私的なことでの援助という家族の方からの援助はな

かったように思います。質問は説明が少しあったのですけれど、１，３３８万８，００

０円というのが空家対策ということで、４７ページにも４４４万３，０００円という形

で出ているのですけれど、公的な資金で１，３２８万８，０００円というのはそれぞれ

いくらずつなのかということをまず質問したいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。５５ページの空家対策に要する経費

でございますけれども、不良空家等解体工事ということで１，３２８万８，０００円と

いうことであります。この内訳でございますけれども、議員おっしゃるとおり霧多布に

あります通称ライダーハウスと言われる物件、これと新川にあります実家と言われる部

分の建物、この２件が今回略式代執行を予定しているということでございます。その内

訳でございますけれども、まず霧多布の方でございますけれども、これは面積が３７２．

４７平方メートルございまして、税抜きでございますけれども７８５万円の解体費で

す。新川のほうにつきましては面積が１３４．３４平方メートルで税抜き４２３万円と

いうことです。ただ、新川のほうは家屋のほかに、周りに付属屋と言われる倉庫や車庫

もあり、そういうような金額になっているということです。合わせますと税抜きで１，

２０８万円。これに消費税を掛けますと１，３２８万８，０００円という形になります。

先ほど家族の方等の協力というお話がございましたけれども、今回の代執行につきまし

ては所有者が確定することができない、要するに所有者を探すことができなかったとい

うことでございます。登記上の所有者は既にもう亡くなられているということで、その

方についていろいろ調査をしたところ、まず奥さんに当たられる方とは離婚をしている

ということで相続権はないということ、１人お子さんがいらっしゃいますけれども、こ

の方が亡くなったあとにすぐ相続放棄を行って相続権を放棄したということに伴いま
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して、今度は相続権が親、そのあとに兄弟という形で移る訳でございますけれども、兄

弟の方、実在している方が４名ございまして、この４名の方も揃って相続放棄を行った

ということ。それとその兄弟の方でも亡くなられている方がいらっしゃいますので、こ

の方についてはそのお子さん、所有者からすると甥に当たる方なのですけれども、この

方３名いらっしゃいますけれども、この方についても同時に相続放棄を行ったというこ

とでございます。相続放棄されても援助できないかという部分でございますけれども、

実は相続放棄されますと下手に相続放棄した部分に手を出すと、例えばその相続に関わ

って財産を処分するだとかすると、逆に相続放棄がなくなる可能性もあると。これは家

庭裁判所のほうで認められる権利でございますので、やはり相続放棄をしてしまったら

なかなか個人的な気持ちとしては援助をしたいというような部分はあるのでしょうけ

れども、現実的にはそういうことは法的にできない。すると相続放棄が無効になってし

まうということでございますので御理解をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） ５番加藤委員。 

○５番（加藤弘二君） 相続放棄そのものをどういうものかというのを見れば、今課長

が言われるとおり、そのとおりなのですよ。相続放棄した後にまた払うなんていうこと

はもうできないので、混乱してしまうのでそれはなしなのです。しかし、私としては、

自分たち議員は自分で家を持って、その家もいずれは解体しなくてはならないことは決

まっているわけなので、若いうちにその持ち主が亡くなった場合にはそれを空家として

借家として買ってくれないかとか、売っていくらかできれば解体費用をそれで浮かせる

だとかそういうことも考えられますし、売らなくても大体４０年、５０年経っていたら

木造であれば屋根も飛びますし、いろいろな弊害も出てくるので、この世にいなくなる

前にやはり解体費用だけは残して行ってしまうというか、そういうのがやはりこういう

地域に住んでいて、役場に迷惑をかけて役場の税金で自分ができなかったことをやって

もらうなんていうのは町民に対してとても迷惑なことだと思うのです。今回のようなこ

とでも全く払えないというような状況であれば、これは納税してくれている町民の皆さ

んに対して迷惑なことだと思うのですよ。そういうことからして、現在家を持っている

人、古い家で自分の所有権持っていたけれどもお金を払えるような状態にない人でもい

くらかでも残していけるくらいの心構えがあって然るべきかと思うのです。そういう意

味では、私は空家があって、今回はこういうことで代執行で税金で賄うことにしました

と。実はこれはそうやるのではなくて、所有者が将来の解体費用を残していくというあ
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り方というのは、ここに住んでいたものの責任としてあるのではないかというようなこ

との呼びかけを私は浜中町でやってほしいと思います。それから、やってほしいことと

自分の家については誰が責任をもって支払いにあたるかとか、そういう人、そういうこ

とも手紙に残してこの世を去るとか、そういうことをしなければ今回１回目のこの取組

みの中で、いや、本人は死んでしまった。兄弟も皆いろいろあって払えないということ

になって、一銭も払わないということが生じる訳ですよね。そのことによって、悪循環

が続くのではないかと。お金が一銭もなくなったらどこかに転がり込んで、払わないで

終わるのではないかとか、意地の悪い言い方になるけれども、そういうことにならない

ように責任を、家主の責任を最小限でも払っていけるような取り組みが役場として前も

って町民に知らせながら、解体費用は家主がもつのだという方向ですね。これ、私はぜ

ひやるべきではないのかなと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。空家の問題につきましては、全国的

な問題ということで非常に増えてきていると。これは浜中町だけの問題ではなくて、や

はりそういう問題が各地で発生しているということでございます。それで法律がつくら

れたり本町でも計画をつくったりいろいろやっておりますけれども、空家の管理、これ

は当然個人の所有物でありますので、その所有者個人の方が完了していくという、これ

はもう空家の基本的な原則でございます。個人が管理していくその上において町として

できることをしていくということでありまして、例えば所有者の責任を、当然空家を持

たれている方には訴えていくということになろうかというふうに思ってございまして、

空家対策の１つとしては、現在空き家を持っている方に、これは法的にはまだ効力ござ

いませんけれども空家管理のお願いのお手紙を出したり、あるいは電話相談を受け付け

たり、そういうような対策を現在とっているということでございますので、それについ

ては今後とも継続的にやっていきたいと思っています。お金を残す、残さないというの

は個人の関係なので私どもから残してくださいというまでは言えませんけれども、やは

り管理ですね。そういう部分はきちんとしていただきたいというお願いは、今後とも継

続的に行っていきたいというふうに考えておりますので御理解をお願いします。以上で

す。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

２番田甫議員。 
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○２番（田甫哲朗君） 何点かお聞きしたいと思います。まず、今お話にあった５５ペ

ージの空家等対策に要する経費であります。基本的には加藤議員とまったく同じ思いな

のですけれど、ただ前回説明を聞いた中で、防災対策室で多くの時間と労力を使った結

果だろうということで理解しております。その上で致し方ない、安全対策上仕方ないも

のかなというふうに理解をしております。それで加藤議員から質問のあった中で、今、

国で相続放棄を許さないという方向で相続登記することを義務化するというような動

きが新聞報道でありましたけれど、その詳細がわかれば説明いただければいいかなと思

います。それと６月補正で、こういう案件が生じることの未然防止という観点からも除

却補助上限５０万円で当初８件を見込んで４００万円を計上されました。それで現在ま

でのこの補助制度の利用状況といいますか、この制度を利用して町内で何件かは解体が

進んだのかなと思っておりますので実績を教えていただければと思います。あわせて、

実績もそうなのですけれど、当初８件を見込んでいたのであれば８件全部が進めば良い

ことなのですけれど、そこまでいっていないのだとしたら今後この制度をさらにＰＲす

ることによって持ち主による解体も進むかと思うので、そういうことへの今後の働きか

け等について考えがあれば聞いておきたいと思います。あわせて、このように今後代執

行に至るしかないというような案件が町内ほかにあるのかどうかも聞いておきたいと

思います。 

それと総合計画、先ほどありました５７ページ。これについては先ほどで理解して、

果たして９月議会ひょっとしたら自分だったかなという中で責任を感じながら聞くの

ですけれど、ただ、今町民対象に３会場でこの素案の説明会をこれから実施されますよ

ね。基本的にはその中で、仮にここを修正してはというような意見もあるかもわからな

いのですけれど、議会に示された段階でもそうなのですけれど、仮にそういう部分があ

ったとしたら成案になるまでには修正をかけるという基本的な姿勢はそういう方向で

良いのかという確認をさせていただきたいと思います。 

それと５７ページ、一般行政に要する経費の修繕料５８万９，０００円です。これは

街灯の取替えというような説明だったかと思うのですけれど、どこの街灯で何灯交換す

る経費なのか教えていただきたいと思います。あわせて、その下の街灯維持補助３７万

４，０００円。これは当初５３０万円見込んでいて、これは各地区にある街灯、防犯灯

の電気料への補助かというふうに理解しているのですけれど、前年度はこの当初予算５

３０万円で最終的には３０万円の執行残が出ていたと思うのですけれど、今回この３７
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万４，０００円。これが増額になった要因というのがわかれば教えていただきたいと思

います。 

それと６９ページじん芥処理に要する経費も修繕料なのですけれど、３５万１，００

０円ですね。先ほどの説明で車検整備にというような説明だったかと思うのですけれ

ど、再度この３５万１，０００円というのが車検整備にかかるものというふうに理解し

て良いのか、それとも車検整備に関わって発生した整備金額なのかを教えていただきた

いのと、仮に車検整備そのものであればここでの補正ではなく当然当初から想定されて

いるものだと思うので、今回１２月で補正になった要因、これを示していただきたいと

思います。 

それと一緒ですね、６９ページの農業費。大変小さな金額なのですけれど、新規就農

者誘致に要する経費４万４，０００円ですね。これは旅費なので多分この農業人フェア

とか誘致に係る活動に対する旅費の補正だと思うのですけれどその確認と、農協も独自

に誘致活動というのはされていると思うのですけれど、実際なかなか誘致が進んでいな

いのが現状かなと思うので、まず今年度でも構いません。この誘致事業での実績といい

ますか、例えば１名研修生が来たとかいうような実績があれば示していただきたいの

と、あわせて当初この研修牧場ができた当時というのは、これは本当に浜中町の画期的

な事業で多くの研修生が入って来られて就農されたという経緯はあるのですけれど、近

年、他の町村でも同様な研修事業を充実させる中でなかなか従来のように安定的に研修

生を受け入れている状況ではないと思うのですよ。その中で、もちろん研修体制、施設

等も含めて体制の整備、あるいはその後の就農先の確保というのは不可欠なものであり

ますけれども、まずこの研修に来ようとした中で、もちろんそれらの状況を確認すると

ともに、あわせて子育て、あるいは医療、あるいは情報インフラ等の整備等、要は浜中

町に住むにあたっての社会インフラと言いますか、これらもやはり研修生が選ぶ、判断

する上での材料であるのだろうと思います。それで実際その農業人フェア等の説明会の

中で、そういう声というのは相手側から聞かれることもあるのかないのか、そういう実

態も教えていただければと思います。 

それと、７１ページ水産行政に要する経費の補助金５３０万円。これは町長の説明の

中で新規着業者というような言葉があったかと思うのですけれど、補足説明ではなかっ

たのですけれど。単純にこの文言、協業化設備とあるので、協業化設備の内容とはどう

いうものなのか。先ほど浜中漁協へものということでありましたので、その協業化設備
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の内容を教えていただければと思います。 

それと同じく７１ページの海岸整備事業に要する経費、予算の組み替えということで

１，５２２万９，０００円。委託費から工事請負費に変わったということであります。

この１，５２２万９，０００円。当初６月補正だったと思うのですけれど、６月補正で

防潮堤整備の実施委託料という形で確か計上だったと思うのです。その中身が防潮堤本

体でなく、その避難階段、樋管改修に係る実施設計であったというふうに記憶している

のですけれど、今回それを取りやめてこの工事請負費に回ったという経費。少なくとも

６月、ほんの数ヵ月前、半年前に予算計上した実施設計が取り消しになってこちらに回

ったというからには何かあったのだろうと思うので、その内容。あわせて今後樋管、避

難階段等は当然一緒に設備、最終的に整備しなければならないものというふうに理解し

ているのですけれど、その予定。改めて実施設計を行うものなのかを説明いただきたい

と思います。それとその下の土地購入。これも防潮堤に関してですけれど、防潮堤底地

の購入ということで１４１万８，０００円。これは当初は１万３，０００平方メートル

の測量ということで、当初予算で８７５万６，０００円が測量委託ということで計上さ

れています。この１万３，０００平方メートルなのですけれど、今回この購入する面積

はどのくらいなのか、そして今回防潮堤を整備するにあたって不明であった、曖昧であ

った土地をしっかり買い取るということでこういうことを進めているので、この土地の

購入ほかにも今後発生してくるものなのか。この１万３，０００平方メートルは今回で

すべてではないということなのか説明いただきたいと思います。 

それと７１ページの商工振興に要する経費で、先ほど１番議員からも質問があったの

ですけれど聞き取れなかったので、乳製品の開発をしている業者のパッケージと言いま

したか。もう一度説明をいただきたいと思うのですけれど、要は、今回この補助するに

あたって相手方がどういう事業なのかをもう一度教えていただきたいと思います。 

それと、７３ページ町営住宅に要する経費１０９万８，０００円で、先ほどの説明で

霧多布Ｇ団地改築に伴う移転補償費というふうに聞いたのですけれど、霧多布Ｇ団地の

改築の予算というのはどこかで出ていましたか。まずその確認。それと改築にあたって

１回別のところに移ってもらって、その間にこの改修をするというふうに受け取ってい

るのですけれど、それで良いのかどうかを教えていただきたいと思います。 

あと、町道維持管理に関してですけれど、先ほどの説明では本当に総延長がいくらあ

るのかわかりませんが、次から次といろいろな要望も出てくる中で大変なのは理解して
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いるのですけれど、ただ１点、今年何月かはわからないのですけれど、農道に関して需

要からいって舗装はできないけれど、再生アスファルトを敷いて一部何ヵ所か整備され

たと思うのですけれど、見ていて短いのですよ、距離が。再生アスファルトを敷くこと

によって埃は立たなくなりますし、凸凹も改修されて、安価で砂利を敷くよりは耐久性

もあって良いものだと思うのですけれど、如何せん距離が短いので本当に牛舎の本当の

前の部分で終わっているところもあるし、できればもう少し先の住宅までやってもらえ

ればというような話がある中で、もしどうせ最後そういうふうにやるのであれば中途半

端ではなくそこら辺までやっていただければ大変助かるかと思いますし、そういう声も

あるので、今後どのように検討していくのか聞いておきたいと思います。 

最後ですけれど、７７ページの小学校管理運営に要する経費。全額執行残で茶内小学

校トイレ改修の減額補正であります。記憶では、あと残るは水洗化になってない簡易水

洗のままなのは確か浜中小学校というふうに思っております。茶内が終わって、次年度

浜中小学校のトイレの改修は予定されているのかどうか聞いておきたいと思います。以

上、お願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。まず、５５ページの空家等対策に要

する経費の関係でございます。１点目の質問で、国で相続放棄を許さない動きというよ

うな動向というお話でございますけれども、私どもも詳しい内容はちょっと把握してご

ざいません。ただ、報道等の流れによりますと、例えば土地、建物。こういうものにつ

きましては、個人のものであれば個人の所有という形で名前が記載されるということで

ございます。それでそういう方が亡くなった場合、本来であれば相続をして名義変更を

かけていくというのが筋なのでしょうけれども、そのまま相続登記をしないで月日が経

っているという部分があるということでございます。私も以前税務課等にいていろいろ

土地の関係など調査をしておりましたけれども、中には明治時代の方の名義のままの土

地等もあると。おそらく建物もそうでしょう。そういう部分が残っているということで、

そのままにしてしまいますと現在の相続人が誰になっているのかということ自体が調

査できないというような状況になっているということでありますので、そういう部分を

防ぐための方策を今、国のほうで考えているというぐらいは承知をしているというとこ

ろでございます。 

続きまして、６月補正で４００万円補正いただいた不良空家等除却補助金の関係でご



 - 48 -

ざいます。現状でございますけれども、この除却補助金のまず最初に不良空家等の除却

の該当する建物であるかどうかという部分の判定が必要ということで全町に募集をか

けました。募集をかけたところ申し込みが１６件ございまして、この１６件について判

定を行ったというところでございます。判定を行ったところ、１６件のうち１２件が不

良空家等の除却の補助金の対象になる物件ということでございまして、その方には該当

しますよということで通知を出して、除却するのであれば補助の申請をお願いしますと

いうようなことで伝えてございます。現在のところ、その１２件のうち申請があって既

に交付決定されているものが実は５件で、金額にしますと２５０万円が交付決定されて

いるという状況でございます。残りの７件でございますけれども、７件のうち４件につ

いては既に自己解体で除却をしてしまったですとか、あるいは今年度資金的に別な用途

に利用するので今年の除却については断念するという方がいましたので、４件について

は今年の補助金はしないというような報告を受けてございます。残りあと３件ございま

すけれども、この３件の方につきましては現在保留中という形でございまして、その内

容でございますけれども、やはり自己資金の面などがちょっと今検討しているというこ

とで、正式に断念ということではないのですけれども、現在まだ申請には至っていない

という状況にあるということでございます。 

今後の働きかけということでございますけれども、予算的にはまだございますので、

まずこの３件の方につきましてはぜひ申請していただくようにお願いをしたいという

ふうに思いますし、また今回予定では８件を見ておりましたけれども、状況、これまで

の経過も十分分析をして、何せ今回初めての取り組みでございますので、良い部分、あ

るいは検討しなければならない部分について十分に今後検討して、必要であれば制度を

改正していくということも必要かなというふうに思っております。いずれにしても、現

在進んでいる中でまずはやっていって、そして今後分析を行っていくということでござ

います。 

それと代執行の案件は今後もあるのかというようなことでございますけれども、代執

行につきましては、代執行する要件というものがございます。この要件は空家の特措法

という法律がございまして、これによって特定空家等に認定を受けていなければならな

いという１つの条件がございます。現在町内でこの特定空家等は８件認定しておりまし

て、そのうち今回２件相続放棄という形になりますけれども、２件を略式代執行すると

いうことでございます。残りの６件については、現在のところは所有者で亡くなってい
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る方もいらっしゃいますけれども相続人がいらっしゃる、実際的な所有者は現在いると

いうことでございますので、今のところは法律に基づかない空家の適切な管理のお願い

ということで、現在のところ自主的な除却をお願いしているという状況でございます。

今後、その建物が周囲に危険を及ぼすということになれば対応しなければならないと考

えておりますけれども、所有者がいらっしゃるということでありますと手続きとしては

最初に指導なり助言、これは法に基づく指導・助言。そのあとに勧告、そのあとに命令、

そして代執行という手続きを踏まなければならないということでございます。そして代

執行に踏み切った場合は国税の滞納処分の例によって強制徴収できるという制度にな

っておりますので、そういう取り組みもしなければならなくなるということでございま

すので、今のところはまず自主的な除却をお願いしているというところでございます。

以上です。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ５７ページ総合計画の関係でございます。現在住民から

意見を募集しているということで、これは１２月２７日までと。さらにそういったこと

をするという周知をさせていただいた上で、来週９日、１０日、１１日での説明会をさ

せていただきたいと考えているところでございます。先ほどの質問に１月下旬の臨時会

を想定させていただきたいということでお話しさせていただきましたけれども、大体中

間くらいまでに住民からの意見で修正しなければいけない点等については修正した後、

議会のほうにもお示しさせていただきたいと。その中でまた修正点があればまた修正し

て、最終的に臨時会に最後の修正版という形で議会に提案させていただきたいというふ

うに考えております。修正するために、修正する時間をとるために臨時会と説明する日

の間を少し長くとりたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） ５７ページその他一般行政に要する経費の需用費。修繕料か

ら御説明申し上げます。街灯の補修ということで、場所と何基というようなことでの御

質問でございます。まず場所ですけれども、今、火防線のところにランプ式の街灯が建

っていて、それぞれルパンのシルエットですとかをつけている街灯の霧多布郵便局の前

のところの街灯が実は破損して、現在落下してはいけないということで取り外しており

ます。火防線についているそのランプ式の街灯でちょっと特殊な造りですので、それの

まず発注と取り付けということになりますので、その部分で約５０万円。取り替えて設
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置するということで費用を要するということで見積もりを徴取しておりますので、その

部分の補修ということです。それと、その他今後まだどこということではございません

けれども、街灯の補修が出てきた場合に備えて１０万円ほど計上させていただいており

ます。当初から今現在まで執行している額との差し引きとして、今回５８万９，０００

円を補正計上させていただいているということでございます。 

それから、同じく５７ページの負担金補助及び交付金の補助金３７万４，０００円の

件でございますけれども、これにつきましては議員おっしゃるように当初予算で各自治

会のほうへ街灯維持をしている費用をそれぞれ負担している部分の補助金ということ

で補助させていただいている部分ですが、これまでかかっている部分と今後見込まれる

１１月分も含めてなのですけれども、電気代、消費税の改定等も含めてなのですが料金

が高騰している部分も含めて年度間で計算した結果、若干不足を生じるのではないかと

いう積算の中で、今回多少ではありますけれども３７万４，０００円を追加させていた

だいて、年度間で滞りなく各自治会・町内会のほうへ補助金を交付したいということで

段取りさせていただく措置として、補正させていただいているところであります。 

続きまして７３ページの町営住宅に要する経費の部分でございます。移転補償費１０

９万８，０００円についてでございますが、これは企画財政課長のほうからもＧ団地の

移転の補償費ということで説明させていただきましたが、当初予算では組んでいないと

いうよりも、この事業、Ｇ団地の改修を新年度の令和２年度に着手して改修させていた

だくということで今計画を持ってございます。それで来年早々、予定としましては６月

頃から改修のほうに着手させていただこうかというような計画を持ってございますけ

れども、それまでの令和元年度中に移転をしていただきながら新年度の改修に向かって

いきたいということで、今回元年度のほうで移転の補償ですか、そういったところを計

上させていただいたということであります。対象となるところは１棟１２戸のところな

のですけれども、そこに現在入居されている方々で６戸が入居されていますので、そち

らの方々への移転補償ということで、当然移転する先ですとかそういったところも入居

者とこれまで説明会等させていただいておりますが、霧多布市街の現在空けている公営

住宅ですとか暮帰別のほうにある公営住宅の団地のほうへそれぞれ移っていただくと

いうようなことも考えながら、あるいはご親戚のところですとかそういうところに一時

身を寄せるですとか、そういったことも含めて考えて検討している入居者の方もござい

ますので、そういった方々含めての移転補償費用ということで今回計上させていただい
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ております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） ６９ページのじん芥処理に要する経費の需用費、修繕料

の関係について御説明をいたします。まずじん芥処理に要する経費、収集車両等すべて

車検に要する経費というものは既に当初予算で予算化をしております。今回は、まず車

検を行って、そのとき追加整備として発生した費用について追加で補正をさせていただ

こうというものでございます。内容といたしましてはパッカー車２台、４トンダンプに

つきまして、こちらは追加整備の費用でございますけれども２７万５，０４５円。それ

ともう１つ、処分場内で使用している４トンダンプ。粗大ごみ等を載せる４トンダンプ

があるのですけれども、こちらのミッション修理等がございましたので７万５，０００

円ということで３５万１，０００円の補正をお願いしようとするものでございます。以

上です。 

○議長（波岡玄智君） 農林課長。 

○農林課長（久野義仁君） ６９ページ、新規就農者誘致に要する経費でございます。

まず１点目のこのたびの旅費の補正につきましては、議員おっしゃったとおり新農業人

フェアに出店する際の旅費を当初見ています。それで時期としては年明けなのですけれ

ども、１月２５日に東京会場の農業人フェアの開催が決定しているのですけれども、議

員ちょっと触れておりましたが、今、農業人フェアに行くだけではなくて全国的に、例

えば北海道から東京会場に行く際に、それとあわせて学校訪問というのをどこの町村も

やっているのですよね。どういったことかと言いますと、農協、それから行政が一緒に

大学・高校・専門学校、特に高校・専門学校であると畜産系の学科がある高校ですとか、

農業大学とかそういった専門的な大学は問題ないのですけれども、そういったところを

中心に行政と農協が直接出向いて就職支援相談課に実際に町の概要をお話に行くとい

う機会を増やしております。それで今回３泊４日で当初１月２５日からみていたのです

けれども、逆にその大学や高校側から「ぜひ本校で説明会を開いてほしい」、「学生向

けに説明会を実施してほしい」という要望も今多い中で、当初の日程では学校を回りき

れない、要望に応えきれないものですから、１泊追加して大学・高校の回る数をちょっ

と増やしていこうということで、そこには力を入れていきたいなと。その最終日に農業

人フェア開催に出店して帰ってくるという行程で今年は考えています。それが１点目の

答えです。 
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それから最近の就農相談会やそういうフェアでの実績の話ですけれども、今年も東

京・大阪・札幌・各所会場に私たちも出向いております。それから議員おっしゃったと

おり、農協独自でも農業人フェア以外に北海道ふるさと回帰フェア、それから就転職ス

ペシャル、そういった様々な就農相談フェア以外にも移住定住フェアに農協さん、実は

出店されているのですよね。そういった行動というか活動がやはりいずれ種を撒くのが

実を結ぶ機会というのが必ず１年のうちにありまして、電話なり直接訪問される方がい

らっしゃるのですよね。そういった方々にさらに親切に浜中町の内容について説明させ

ていただいているのですが、今年実は１組がこの活動の中で２８歳と２９歳の若いご夫

婦、大阪の方なのですけれども非常に浜中町というか道東に興味を示しておりまして、

実は最近まで標茶と浜中どちらにしようか迷っていたという状況の中で、最後の質問と

重複するのですけれども、やはり子育ての問題や医療、それからインフラ。様々なこう

いった地域ならではの実情というのがやはり東京や大阪の方はわからないものですか

らそういったものや、さらに行政のサービスといえば、例えば浜中町でいくと誘致条例

関係の就農支援ですよね。そういった様々な制度を天秤にかけた時に、最終的には標茶

より浜中町に来たいということで決めていただきました。それで実際に１２月、今月で

すけれども、そろそろ大阪から転出してまいります。その御夫婦が浜中町に今回いらっ

しゃるということで、就農というか研修の開始は２月からということでこれはもう確定

している情報でございます。 

それと３点目です。議員のほうから先ほど研修牧場のことに触れておりましたが、議

員おっしゃるとおり平成３年に町と農協それぞれの出資に基づいて設立した研修牧場

であり、当時全国的に珍しい研修機関ということで非常に今現在もそういった評価いた

だいているのですが、やはりそういった施設が今全国的に広まって、特に酪農に特化し

たそういう研修施設というのは結構管内的にも多くなってきている中で、浜中町が従来

の研修牧場の形のままで良いのかということは、やはりそれは時代によって研修牧場も

変化していかなければならないこともたくさんございますので、そこはいろいろ今試行

錯誤を繰り返しながら行政と農協が協力してやっているのですが、やはり研修牧場を選

んでもらう、東京や大阪の農業人フェアで就農相談を受けた際に、一番の研修がしたい

という最終的な判断する中の１つには、これもやはり議員おっしゃったとおり子育ての

問題、医療の問題、それからインフラ、買い物の問題などもたくさんあるのですけれど

も、やはりそこが最後に相談者の決め手になるのですよね。ただ、だからといって浜中
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町の現状をきちんと伝えなかった場合で研修生がいざ来たときに、あなたたち相談した

ときの話と違うじゃないかという現実が実際に過去にトラブルでありました。ですか

ら、やはりそういったトラブルというのは嘘の相談をこちらのほうで受ける、嘘の情報

を伝えてしまうということは避けなければならないので、浜中町のありのままの姿をき

ちんと話して、それから私は農業の担当課長なものですから、子育てや医療の問題とい

うような行政サービス、行政情報の部分は担当課長のほうに事前にそういったパンフレ

ットを我々でつくって、子育ての情報はこういうものですよというのを東京に行ったと

きに見せるんですよね。そうすると浜中町に来ると子育ての環境はこういう状況なん

だ、買い物に行くにはどこまで行けば商業施設があるという様々な情報を教えます。そ

れからやはり北海道なので冬が大変厳しいということで、実際に体験研修のようなこと

をしていただいて、冬の非常に厳しい時期に来ていただくんです。それは農協さんで実

はその分の負担はしていただいているのですけれども、そういった北海道の厳しい現状

を生で見てもらって、そこで牧場経営するというのはこれだけ大変だということも含め

て事前に見てもらうようにしています。その上で最終的に北海道に移住してこようかと

いう決定をしてもらっています。今はもう特にそこに力を入れて、なるべく生の情報を、

生の浜中町の情報を東京・大阪で伝えようというテーマを持って、今研修に望んでいる

ところでございます。再三のお答えになりますが、やはり議員おっしゃるとおり相談と

いうのが今研修生にとって問題・悩みであるのですけれども、そこの悩みをなるべく解

消すべく、今、農協と一生懸命努力しているという状況でございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 水産課長。 

○水産課長（細越圭一君） ７１ページ水産行政に要する経費、負担金補助及び交付金、

ウニ養殖協業化設備導入事業補助について御説明申し上げます。こちらの事業は事業主

体が浜中漁業協同組合となっておりまして、ウニ養殖の設備の導入になっております。

こちらは現在５３件のところ、新規３件が増える予定となっております。事業内容とし

ましては、養殖に関わる資材ということでノシ９本、コンパ１８本、埋め込みアンカー

１８本、洗浄機３台、養殖カゴ９９籠、フロート５９４個となっておりまして、補助対

象額が１，０７３万７，２７３円のところ、補助が２分の１以内ですので５３０万円の

要求となっております。 

続きまして、７１ページの海岸整備事業に要する経費の予算の組み替えに関して説明

いたします。こちらは現在、平成３０年度補正予算交付金で概数発注しております霧多
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布港湾防潮堤嵩上改良工事におきまして部材等の数量が確定した結果、当初請負金額の

増額が見込まれることから、平成３１年度当初予定でありました避難階段と樋管の実施

設計を次年度計画といたしまして委託料を工事請負費に組み入れ、増額による事業不足

分に充当するものであります。こちらは現在、霧多布港海岸防潮堤等嵩上改良工事にお

きまして、先ほど言いましたが数量が確定したことから、設計変更に向けて今、事務作

業を進めているところでございます。設計変更の金額が確定いたしましたら全員協議会

等にて詳細を説明させていただき、直近の議会に提案させていただきたいと考えており

ます。 

続きまして土地購入に関係して御説明申し上げます。こちらにつきましては、昨年度

測量を行いました６５１平方メートルの関係の相続が絡むものや抵当権の変更が可能

なものを年度内に購入するものと思っております。購入するものにつきましては、６５

１平方メートル、そして５筆の購入予定となっております。今後の予定となっておりま

すが、現在２８筆でございまして、残りになります。総面積が今後来年度につきまして

は６，９４５平方メートル、プラス４，１９９．５平方メートルとなる予定となってお

ります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（戸井洋典君） 同じく７１ページの商工振興に要する経費の補助金の

関係でございますが、これにつきましては既存の乳製品製造業者１社、この１社が現在

使用しているものを新しいデザインに変えようとするものでございます。内容につきま

しては、ソフトクリームのラベル２種類それぞれ１万５，０００枚、チーズ用の袋１万

５，０００枚、チャック付きの袋１万５，０００枚、それとアイスクリーム用の容器１

万６，０００個、その蓋１万６，０００個、合計の事業費で４３３万１５０円。これの

２分の１の上限２００万円ということでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（赤石俊行君） 町道維持管理に要する経費に関連しましてお答えいたしま

す。現在町道に認定されている路線につきましては３００路線ございます。その実延長

が３９０．７キロメートル、そのうち舗装済ですけれども２２１．９キロメートル、５

６．８％。それ以外は１６８．８キロメートル、４３．２％でございます。先ほどの再

生アスファルトのお話でございましたけれども大変安価で効率的な方法でございます。

なかなかタイムリーに資材が用意できないという場合もあるのですけれども、どうして
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も予算を考慮しながら補修にあたっているものですから、本当はここまでやってもらえ

れば良いのにと聞くこともあるのですけれども、ちょっとどこまでもいくと際限なくこ

こまでちょっと延ばしてくれればというところまで延ばしたら、またそこまでやるとそ

こからまた数えて、じゃあここまできたならまたここまでというようにどこまでもいく

という関係もありまして、本当に危険な部分ですとか、穴が開いていてどうしようもな

いというところを集中的にやるものですから、私たちも断腸の思いでここまでというよ

うに決めて進めております。せっかく実施するのであまりがっかりされないような方法

を見出して柔軟に対応できればというふうに考えておりますので、ご理解いただきたい

と思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） ７７ページの校舎等改修工事にかかるトイレ改修に伴う次

のトイレ改修という部分のお話でございます。本年茶内小学校のトイレ改修をいたしま

して、残る簡易水洗トイレは浜中小学校のみとなりましたので、総合計画の計画どおり

次は浜中小学校のトイレ改修ということで取り組んでまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） ２番田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） ５７ページの街灯維持補助、これはどう理解したら良いのか。

要は、電気料単価が上がったことによって当初予算の見込みより増えそうだというふう

に捉えて良いのか、それとも単純に街灯数等が増えた関係で全体の電気料が上がったと

いうふうに捉えて良いのかということなのですけれど。全地区一緒ではないと思うので

すけれど、例えばうちの地区で言いますと、防犯灯に関しては定額料金という設定を北

電としておりまして、それで単価等のアップというのはそう考えられないと思うのです

けれど、どう判断したら。街灯数が増えたのか単純に電気料単価が増えたことによって

補正が必要になったのかということなのですよね。だから前段申しましたように、昨年

度最終的に３０万円の減額補正がされている中で今回３０万円の増額ということは６

０万円が単純に言えば増えたというふうに捉えられるのですけれど、その要因を教えて

いただきたかったので再度お願いしたいと思います。 

あとはもうおおよそ理解したのですけれど、これは若干関連なのですが、農業人フェ

アに関して詳しい説明をいただきました。総じてやはり生活する上での浜中町の環境整

備というのも今後極力進めていかなくてはならないと思う中で、質問にあるのですけれ



 - 56 -

ども現在情報通信インフラ整備ということで動いていただいているのですけれど、前回

事業者ＮＴＴとの協議を行うという内容だったのですけれど、その内容と今後の見込み

といいますか、計画について若干大雑把で良いので説明いただければと思いますので、

その２点よろしくお願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） ５７ページその他一般行政に要する経費の補助金、街灯の維

持補助の関係でございますけれども、議員おっしゃるように各自治会・町内会によって

は定額で契約している場合と、あるいは従量制といいますか、かかった分ということで

取り扱う電気料もございます。それで全体としてかかった電気料に対して８割を各自治

会・町内会のほうへかかった分の請求を受けて８割を補助金として出しているという関

係で、非常に町の負担する部分も多くございますし、またこういったところの従量制が

なかなか計り知れないというところもございますので、そういったところでは電気料の

増加ということもあります。それから新設というのは特段増えているということではご

ざいませんので、現状の中では確かに去年３０万円ほど減額補正ということはございま

したが、８割を補助するという中で電気料の高騰もありますので、見込みとしてはやは

り昨年とは状況がちょっと違うということで予算措置させていただいたという経過で

ございます。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） 高速情報通信網の関係で御答弁申し上げます。私、決算

委員会のとき１１月１２日にＮＴＴと協議する予定ということを申し上げさせていた

だきました。そのとおり１１月１２日にＮＴＴから本町のほうへ担当２人が見えられま

してお話をさせていただいております。今、検討している整備内容ですけれども、町で

あれば２分の１補助がいただけるというお話をさせていただいたところでありますけ

れども、実は事業主が民間業者の場合も補助制度がございまして、ＮＴＴだと３分の１

の補助があると思われるところなのですけれども、その際にＮＴＴのほうもＮＴＴとし

てどこかＮＴＴの事業としてできるエリアはないのか、そういうところを調査させてほ

しいというお話をいただいております。もしかすると全部を町の事業としてやらなくて

もＮＴＴがどこかを見てくれるということもあるのかなと。それに向けて調査をさせて

くださいというお話でありました。それといわゆる市街地以外の部分、農村部のほうで

ございますけれども家と家の距離が離れているという部分と、各戸において現在ＮＴＴ
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のサービスをどういう状況で使っているのか調査したいというお話をされました。それ

について個人の名前と電話番号をリストアップしていただけないかということで、これ

は農協さんにお願いして、個人情報になってしまうわけなのですけれども、そういった

情報を見た上で今後どういう展開ができるかということで、ＮＴＴのほうとしても検討

した上で改めて浜中町とお話をさせていただきたいという状況でございます。いずれに

しましても、もう一度ないし二度、ＮＴＴと協議する必要はあろうかと思いますけれど

も、その内容を鑑みまして国のほうとの協議等についても着手していきたいと考えてい

るところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

ありませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第９３号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第９３号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９３号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第９４号 令和元年度浜中町介護保険特別会計補正予算 

（第３号） 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１８ 議案第９４号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第９４号「令和元年度浜中町介護保険特別会計補正予算（第

３号）について」提案の理由を御説明申し上げます。 
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このたびの補正は、議案第８１号で議決いただきました職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例に基づき、人件費の補正をお願いしようとするものであります。 

補正の内容といたしましては、歳出３款地域支援事業費、１項介護予防事業費、包括

的支援事業に要する経費で職員手当等１万５，０００円を追加しようとするものであり

ます。 

一方、歳入につきましては、６款繰入金、１項一般会計繰入金、事務費繰入金１万５，

０００円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額は、４億７，０４０万円となります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第９４号の質疑を行います。 

歳入歳出一括して行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第９４号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第９４号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９４号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第９５号 令和元年度浜中診療所特別会計補正予算（第１号） 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１９ 議案第９５号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 
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○町長（松本博君） 議案第９５号「令和元年度浜中診療所特別会計補正予算（第１号）

について」提案の理由を御説明申し上げます。 

このたびの補正につきましては、歳出１款総務費、浜中診療所運営に要する経費では

２節給料３万２，０００円の追加、３節職員手当等２６万１，０００円追加は、議案第

８１号で可決いただきました職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に基づく

もの。以上により、今回の補正額は２９万３，０００円の追加となります。 

一方、歳入につきましては、３款繰入金のうち一般会計繰入金で１，０７８万６，０

００円を減額、４款繰越金で前年度繰越金１，１０７万９，０００円を追加補正し、財

源調整するものであります。 

この結果、補正後の歳入歳出の総額はそれぞれ２９万３，０００円を追加し、２億６，

３７０万４，０００円となります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第９５号の質疑を行います。 

歳入歳出一括して行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第９５号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第９５号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９５号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 議案第９６号 令和元年度浜中町下水道事業特別会計補正予算 
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（第２号） 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２０ 議案第９６号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第９６号「令和元年度浜中町下水道事業特別会計補正予算（第

２号）について」提案の理由を御説明申し上げます。 

このたびの補正は、事業実績による減額及び人件費などの補正をお願いしようとする

ものであります。 

補正の内容といたしましては、歳出では、１款総務費、一般管理に要する経費で給料

及び職員手当などで３万５，０００円の追加は、議案第８１号で議決いただきました職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例に基づくもの。２款１項下水道費で特定環

境保全下水道事業に要する経費では、工事請負費などで７４０万６，０００円の減額は

事業実績によるもの。散布クリーンセンター管理運営に要する経費で修繕料２，１７８，

０００円、特定環境保全公共下水道管渠施設の維持に要する経費で光熱水費３万５，０

００円、農業集落排水管渠施設の維持に要する経費で光熱水費４，０００円、漁業集落

排水配水管理施設の維持に要する経費で光熱水費２４万４，０００円の追加はいずれも

不足見込みによるものです。 

一方、歳入につきましては、３款国庫支出金、公共下水道事業補助金１，２５９万２，

０００円の追加は事業実績によるもの。４款繰入金、一般会計繰入金は４６万６，００

０円の減額、５款繰越金、前年度剰余金は２６６万４，０００円の追加、７款町債、特

定環境保全公共下水道整備事業債は１，９７０万円を減額するものです。 

この結果、補正後の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４９１万円を減額し、３

億８，３３２万９，０００円となります。 

次に、第２表地方債補正につきましては、国庫補助金の額の変更により補助額が追加

となったことに伴い、特定環境公共下水道整備事業債を財源とする事業の補正によるも

のであります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 
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○議長（波岡玄智君） これから議案第９６号の質疑を行います。 

歳入歳出一括して行います。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 確認の意味でお聞きしますけれども、特定環境保全下水道公共

下水道事業に要する経費の工事請負費ですけれども、これについては道からの指導で水

処理設備コントロール盤監視装置の基盤全面改修をするために、当初３，４００万円に

１，０００万円を加えて発注したというふうに思うのですけれども、単純に執行残であ

るのかどうか。それだけちょっと確認しておきたいと思います。 

それと、散布クリーンセンターの部分の需要費の修繕料２１７万８，０００円の内容

についてお知らせください。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（赤石俊行君） 特定環境保全公共下水道事業に要する経費についてお答え

いたします。まず１５節工事請負費の関係ですけれども、こちらおっしゃるとおり６月

に補正をさせていただきました霧多布クリーンセンターストックマネジメント改修工

事ほか水処理コントロール盤の改修に係るものでございます。６月補正で１，０００万

円補正させていただいて４，４００万円ということで、その後正式に設計が上がってき

まして設計額が４，２８５万８，２００円です。これに対して本年９月２０日に執行さ

れた入札の結果、落札額が３，７９５万円。落札率は９７．４％ということで、４，４

００万円に対して差額６０５万円という執行残の内容でございます。 

続きまして、散布クリーンセンター管理運営に要する経費でございます。これに関し

ては、散布クリーンセンターの地下ピットに設置してございます給水ユニットの修理で

ございます。この給水ユニットにつきましては、地下にある受水槽から圧送ポンプを介

して施設内に水を回すという設備でございます。現在故障して動いていないというか、

機能停止しているわけではないのですけれども、先月あたりから異音、音が今までない

ような騒音になりまして、専門業者に来てもらって現場を見てもらったのですけれど

も、設置から１０年経ってございますし、ちょっとこれまでにないような異音ですので、

いつどうなるかわからないちょっと予断を許さないような状況になってございます。そ

ういった意味で早急に圧送ポンプを改修しなければならないということで、今回補正を

させていただきたいという内容でございます。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第９６号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第９６号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９６号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第９７号 令和元年度浜中町水道事業会計補正予算（第１号） 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２１ 議案第９７号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第９７号「令和元年度浜中町水道事業会計補正予算（第１号）

について」提案の理由を御説明申し上げます。議案書１２６ページの予算説明資料をお

開きください。 

このたびの補正は、水道施設運営費用の不足見込み額の追加と人件費を追加計上する

もので、収益的収入で、１款水道事業収益で一般会計補助金２２８万１，０００円の追

加、収益的支出で、１款水道事業費用、１目浄水及び配水費１８８万円は、いずれも実

績見込みによる不足分の追加、２目総係費４０万１，０００円の追加は、人件費で、議

案第８１号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に基づく改定分及び手当の

超過勤務手当は実績見込みによる不足分の追加をするものであります。 

１１９ページにお戻りください。議案第２条収益的収入及び支出の補正後の予定額

は、それぞれ２２８万１，０００円を追加し、１億９，１６５万６，０００円となりま

す。 
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また、議案第３条予算第８条に定めた議会の議決を得なければ流用することができな

い経費、職員給与費は５，４８０万５，０００円。議案第４条予算第９条に定めた他会

計からの補助金は５，１２７万８，０００円にそれぞれ改めようとするものです。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第９７号の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第９７号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第９７号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９７号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 閉会中の継続調査の申し出について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２２ 委員会の閉会中の継続調査の件を議題とします。 

各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から目下委員会において調査中の事

件について、会議規則第７５条の規定によって、お手元にお配りした申出書のとおり閉

会中の継続調査の申し出がありました。 

○議長（波岡玄智君） お諮りします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査をすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 
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したがって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

○議長（波岡玄智君） お諮りします。 

本定例会に付議された案件の審議は全部終了しました。 

したがって、会議規則第７条の規定により閉会したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、本定例会は閉会することに決定しました。 

これをもって令和元年第４回浜中町議会定例会を閉会します。 

ご苦労さまでした。 

  （閉会 午後 ３時１２分） 


